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群馬県立県民健康科学大学
地域社会と交流を図り、

● 看護師特定行為研修課程

●県立病院・県内病院連携事業

● 健康福祉政策事業   

● 看護学教員養成課程
● 看護職研究支援事業



地域連携センター2020
ともに発展することを目指して

● 地域連携推進事業       

● 健康寿命延伸プロジェクト

● 教育普及事業

● 放射線教育・研修事業       
● 放射線測定協力事業



　本学の地域連携センターは、県立の医療系大学として、大学が所有する知的財産や研究成果を、県民をは
じめ、広く教育機関、医療機関、医療従事者、行政等に対し還元することにより、県民の保健・医療・福祉
の向上に寄与することを目的として、平成24年度に開設されました。平成30年度より本学の運営は群馬県
公立大学法人へ移行されておりますが、開設から９年もの間、関係者の皆様には、地域連携センター事業の
発展のために、変わらぬご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。令和２年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響を受け、地域連携センターの目的を果たすために思案を重ねながらの取り組みとなりました
が、新たに「看護師特定行為研修課程」を加え10事業を展開いたしました。
　「看護学教員養成課程」は、厚生労働省による専任教員養成講習会の認定を受け、本学独自のカリキュラ
ムに基づく教育を提供しています。令和２年度は14名が修了しました。　
　「看護師特定行為研修課程」は、厚生労働省による研修機関としての指定を受け、eラーニングや学内演習・
実技試験、実習を経て第１期生５名が修了しました。
　「県立病院・県内病院連携事業」は、県立４病院の看護および診療放射線部門における課題解決に向けて
行う事業ですが、新型コロナウイルス感染症により今年度は各病院において可能な範囲で研修を実施しました。
　「看護職研究支援事業」は、県内の看護職を対象に令和元年度からの継続グループを対象に個別支援を行
いました。
　「放射線教育・研修事業」は、関東がん専門医療人養成拠点事業による講習会、オンラインによるCTや
MRIの研究会の開催、共同研究を実施しました。また、群馬県診療放射線技士会が開催する講習会に講師
派遣や開催を支援しました。
　「放射線測定協力事業」は、要請のあった地域の放射線量測定を実施し、測定結果に基づく評価を行い、
県民および地域の安心につながる情報提供を行いました。
　「教育普及事業」は、オンデマンド配信による感染症対策に関する内容を配信しました。
　例年好評を得ている出前なんでも講座は感染防止対策として中止しました。
　「地域連携推進事業」は、Newsletterや地域貢献活動報告書、センター事業リーフレットを作成し、県民
や関係機関への情報発信を行いました。
　「健康福祉政策事業」は、認知症サポーター養成支援について、県外からの依頼を受け、DVD配布やオ
ンラインによる研修を実施しました。また、県民の健康福祉施策は、県の関連機関と協働し、今後の活動に
ついて検討しました。
　「健康寿命延伸プロジェクト」は、県の健康福祉部保健予防課と共催し、オンラインによる講演会を実施
しました。また、榛東村に対する小規模町村支援事業を行いました。その他、館林市健康寿命延伸プラット
フォーム事業、小中学生保護者向け健康教育教材の開発、県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康
増進効果検証事業、スマートウエルネスぬまた推進事業への協力、ぐんま元気エクステンションセミナーは
コロナ禍のため中止となりました。
　以上のように、コロナ禍においても活動を行い、１年間の活動報告書を発行できることになりました。一
日も早い新型コロナウイルス感染症の終息と皆様のご健康をお祈り申し上げます。引き続きご支援とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

　令和３年10月

 地域連携センター長　行　田　智　子

令和２年度地域貢献活動報告書の発刊に寄せて
● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ●

● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ●
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　本学はこれまで、看護師、保健師及び診療放射線技師の養成校として、臨床現場で活躍できる多くの医療
専門職を育成することで、地域の医療水準及び県民の健康水準の向上に貢献してきました。そのような中、
平成19年の学校教育法の改正等により、「社会貢献」が「教育」、「研究」に次ぐ大学の第３の役割に位置づけ
られたことを踏まえ、本学においても、これまで以上に地域貢献を推進するため、平成24年４月に大学附
属機関として、地域連携センターを設置しました。
　本学地域連携センターは、県公立大学法人の医療系大学として、大学が所有する知的財産や研究成果等を、
県民をはじめ、広く教育機関、医療機関、医療従事者、行政等に対し還元することにより、県民福祉の向上
に寄与することを目的として、地域貢献に関する各種事業に取り組みます。

■地域連携センター運営会議構成員一覧（令和２年４月１日時点）
区　　　　分 氏　　　名

委 員 長 地域連携センター長、健康福祉政策事業 横 山 京 子

副委員長
地域連携副センター長、健康寿命延伸プロジェクト 大　澤　真奈美

地域連携副センター長、診療放射線技師継続教育等事業 小 倉 明 夫

委　 員

看護学部長 巴 山 玉 蓮

診療放射線学部長 下瀬川　正　幸

看護学教員養成課程 高 橋 裕 子

看護師特定行為研修課程 飯 田 苗 恵

県立病院・県内病院連携事業（看護学部） 廣　瀬　規代美

県立病院・県内病院連携事業（診療放射線学部） 上 原 真 澄

看護職研究支援事業 上 山 真 美

放射線教育・研修事業　放射線治療講習会事業 佐々木　浩　二

放射線教育・研修事業　診療放射線CT・MRI研究会事業 林　　　則　夫

放射線教育・研修事業　群馬県診療放射線技師会講習支援事業 五十嵐　　　博

放射線教育・研修事業　国際化研究支援事業 小 倉 敏 裕

放射線測定協力事業 杉 野 雅 人

教育普及事業 青 木 武 生

地域連携推進事業 行 田 智 子

事務局 新　井　　　徹

（県健康福祉部健康福祉課） 中 島 高 志

（学外有識者：県看護協会） 荻 原 京 子

（学外有識者：県診療放射線技師会） 後 閑 隆 之

（学外有識者：県医師会） 瀬 古 聖 一

（学外有識者：県立心臓血管センター） 内 藤 滋 人

Ⅰ-１. 群馬県立県民健康科学大学　地域連携センター概要

1）設置概要
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2）事業概要

事業名 事　業　概　要

１　看護学教員養成課程
P.４～５

　看護師養成教育機関の看護学教員や臨床現場で教育的役割を担う教育担当
者を対象とし、看護基礎教育に携わる教育者としての役割を遂行するために
必要な知識・技術を教授する。大学主体で看護基礎教育に携わる教育者の教
育実践能力の維持向上を図る。

２　看護師特定行為研修課程
P.６～7

　特定行為研修の研修機関として指定を受け、在宅医療に貢献できる特定行
為研修修了者を育成するための研修の機会を提供する。

３　 県立病院・県内病院連
携事業

P.8～9

　県病院局総務課、県立４病院（心臓血管センター、がんセンター、精神医療
センター、小児医療センター）と本学で、４病院が抱える課題、たとえば人材
育成等について、その解決に向けた連携事業を継続して、組織レベルで展開する。

４　看護職研究支援事業
P.10～11

　県内の病院、行政機関、健診機関、訪問看護ステーション、福祉施設、事
業所等に所属する看護師、保健師、助産師を対象に、看護研究を実施する際
に必要な研究の基礎的知識を習得するための看護研究セミナーと、研究テー
マに沿って看護研究の一連の過程を本学教員が支援する看護研究個別支援を
実施し、県内の看護職者の研究活動を支援することで、研究能力の向上と県
民の健康の保持・増進に寄与する研究成果の産出を図る。

５　放射線教育・研修事業
P.12～17

（1）放射線治療講習会
　がんプロフェッショナル基盤養成プランの一つとして、筑波大学を中心に
取り組んでいる「関東がん専門医療人養成拠点」事業に沿って、放射線治療
教育プログラムのセミナーを開催する。これを通じて、治療技術の普及や向
上とともに、がんの早期発見に繋がる検診への関心を高める。
（2）診療放射線技師CT・MRI研究会事業
　県内の診療放射線技師の臨床研究支援事業として、臨床現場における画像
診断検査の向上・発展を目的とする研究の推進と発表に必要な方法を討論す
る研究会を実施する。
（3）診療放射線技師継続教育等事業
　県内診療放射線技師の撮像技術向上事業として、「ＭＲＩ専門技術者」資格
の取得を視野に入れた講習会等を開催するほか、ＭＲＩを用いた共同研究と
研修会を実施する。これらにより、診療放射線技師が最新の知識・技術を習
得できるようにし、がん等の疾病の早期発見の機会の増加を図る。
（4）群馬県診療放射線技師会講習支援事業
　群馬県診療放射線技師会が開催する講習会等へ講師の派遣を行い、地域の
診療放射線技師の技術向上に貢献する。また、関連の講習事業についても開
催支援を行い、診療放射線技師のさらなる知識・技術の向上に貢献する。
（5）国際化研究支援事業
　県内診療放射線技師の研究支援事業として、国際学会発表を目的とした講
習会等を実施する。

６　放射線測定協力事業
P.18

　放射線測定に関する助言・指導、測定値の解釈・評価、対策の立案・実施
に関する助言等を通じて、県民に安全・安心の提供を図る。

７　教育普及事業
P.19～20

　県民向けの公開講座、出前講座及び公開授業等を行い、地域貢献活動を積
極的に行う。

８　地域連携推進事業
P.21

　本センターの活動を広く県民に周知するために、地域連携センターNews 
letter及び地域貢献活動報告書を発行する。また、学生ボランティア活動の支
援体制の充実に取り組む。

９　健康福祉政策事業
P.22～23

　健康福祉政策事業では、群馬県健康福祉部との情報交換会継続と、マッチ
ングした事業の展開を図る。

10  健康寿命延伸プロジェクト
P.24～26

　平成28年度政策プレゼン「健康寿命延伸プロジェクトⅡ－ぐんまエクステ
ンションプラン」を展開するため、健康福祉部保健予防課と協働し、「健康寿
命延伸シンポジウム」及び「小規模市町村支援事業（榛東村）」、「ぐんま元気
エクステンションセミナー」などに取り組む。
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１　事業目的・内容

　県内および県外の看護師養成教育機関の看護学教員や臨床現場で教育的役割を担う教育担当者を対象に、
看護基礎教育に携わる教育者としての役割を遂行するために必要な知識及び技術を教授する。
　本課程は、群馬県委託契約に基づき､ 大学の企画・運営により看護学教育に携わる人材の育成に関わる事
業として取り組んでいる。また、看護学教員の教育実践能力の維持向上に向け、継続的に学び続けられるよ
うな体制づくりに努める。

２　実施結果

（1）カリキュラム、授業計画に沿った授業の実施
ア　実施授業科目　20科目（基礎分野５科目、専門科目15科目）
イ　総カリキュラム時間数：885時間
ウ　教育実習
看護学教育授業展開論Ⅱ（講義）
実施期間：令和２年10月12日（月）～11月27日（金）
県内看護師養成教育機関において実施
看護学教育授業展開論Ⅳ（実習）
演習に変更（新型コロナウイルス感染症のため）

（2）公開授業
看護学教育授業展開論Ⅱ（講義）：公開中止(新型コロナウイルス感染症のため)　　
看護学教育授業展開論Ⅲ（演習）：公開中止(新型コロナウイルス感染症のため)

（3）令和２年度看護学教員養成課程修了式
　日程：令和３年３月23日（火）　修了生：14名
修了後は、看護師養成教育機関の教員または病院の教育担当者として勤務

（4）厚生労働省「教育訓練給付金制度（一般教育訓練）」指定講座認定：該当者１名

（5） 2021年度看護学教員養成課程学生募集（募集定員20名）
ア　看護学教員養成課程説明会の実施　9月26日（土）：参加者11名
イ　本学ホームページ、上毛新聞、ＦＭ群馬に課程生募集の案内掲載
ウ　看護学教員養成課程の紹介パンフレットを作成し、関東甲信越・東北地方の
　３年課程看護師養成教育機関への課程生募集の案内送付
エ　群馬県看護学会にて、県内施設の活動紹介として展示、学生募集の説明実施
オ　入学者選抜試験：第１次募集　令和２年12月17日（木）
　　　　　　　　　　→出願者：10名　合格者：８名　入学手続者：８名
　　　　　　　　　　　第２次募集　令和３年２月18日（木）
　　　　　　　　　　→出願者：４名　合格者：３名　入学手続者：３名

看護学教員養成課程
担当者／看護学部　松田教授、山下教授、服部准教授、◎高橋（裕）講師、河内講師

Ⅰ-２. 事業報告
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３　事業成果・効果

　本課程は、大学の学習環境を最大限に活用し、学部教育との連携を図りながら授業を提供している。課程
生は、本課程独自のカリキュラムに基づき、学習した知識と教育実践とのつながりを持ちながら、1年間学
習することを通して、教育実践に必要な能力を修得している。今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響
により、一部時間割を修正したり、リモート授業を実施したりするなど、変更を余儀なくされたが、課程生
全員が目標達成することができ、修了が認められた。修了後は、県内および県外の看護専門学校教員として、
また病院での教育担当者として活躍が期待されている。これらを通し、群馬県の看護基礎教育の質向上に貢
献している。

４　事業の課題及び改善の方向性

　入学者確保に向けて、学生募集活動を強化しているが、近隣の講習会開催の影響もあり、欠員が生じている。
昨年度から実施している課程の説明会開催は、参加者の受験につなげることができた。次年度も、本課程の
理解につながる活動を強化していく。今年度は、厚生労働省より「専任教員養成講習会ガイドライン」の一
部改正があり、カリキュラムの評価・内容の検討を行った。次年度は、新しいカリキュラムによる授業実施
となるため、実施状況を評価しながら、看護学教員養成課程事業の推進を図る。
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１　事業目的・内容

　群馬県内の慢性期・在宅医療等のニーズに対応し、チーム医療のキーパーソンとして貢献できる特定行為
研修修了者を養成するための研修の機会を提供する。

２　実施結果

（1）研修の実施
ア　共通科目　７科目（６科目ｅラーニング、１科目学内実習）
イ　 区分別科目「呼吸器(長期呼吸療法に係るもの)関連：気管カニューレの交換」「栄養及び水分管
理に係る薬剤投与関連：持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整，脱水症状に対する輸液に
よる補正」の２区分３行為

ウ　学内演習・実習等
学内Ⅰ： ４月６日（月）オリエンテーション、放送大学よりeラーニングのデモンストレーショ

ン等
学内Ⅱ：５月29日（金）ＩＣＴ研修の継続支援、進度の確認、レポート添削
学内Ⅲ：８月26･27日（水・木）９月９･10日（水・木）（４日間）「特定行為共通科目統合実習」
学内Ⅳ：９月25日（金）区分別科目の学内演習・技術練習
学内Ⅴ：10月23日（金）区分別科目の実技試験（OSCE)
　　　　10月27日（火）区分別科目の学内演習・筆記試験

エ　臨地実習
　　11月２日（月）～２月26日（金）（16週）区分別科目の臨地実習
　　協力施設および指導者との実習調整、提出課題の添削指導、施設訪問による対面指導

（2）研修運営委員会
ア　議事： 研修の企画・立案、実施に関する学内調整、実習を行う医療機関等との連絡調整等に関す

ること
イ　開催回数：定期開催11回、臨時（持ち回り審議）3回

（3）研修管理委員会
ア　議事：研修計画の策定、進捗管理、修了認定に関すること
イ　開催回数：２回（第１回　書面会議：８月、第２回オンライン会議：３月８日（月））

（4）令和３年度受講生の募集・試験
ア　募集要項の作成、広報活動
イ　受講希望者事前面談（１次募集：６月～８月、２次募集：11月）
ウ　入学試験：１次募集９月３日（木）合格者３名、２次募集12月11日（金）合格者１名

（5）課程生の所属施設看護管理者を対象とした会議
研修修了者の活動環境の整備についての情報交換：９月17日（木）

（6）届出、申請または報告等に関する調整・手続
ア　令和２年度の教育内容の改善及び人事異動等に伴う届出
イ　研修修了証のデザイン等交付準備及び交付

看護師特定行為研修課程
担当者／看護学部　　 横山センター長、巴山学部長、◎飯田教授、高井教授、行田教授、廣瀬教授、
　　　　　　　　　　狩野教授、宮崎教授、大澤（真）教授、田村助教
　　　　診療放射線学部　瀬川教授

Ⅰ-２. 事業報告
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ウ　修了者看護師報告の準備
エ　年次報告の準備（令和3年6月30日までに報告）
オ　新規の協力施設の届出に関する調整・準備
　　・新規の協力施設の確保（前橋赤十字病院）
　　・入講予定者の所属する施設（渋川医療センター）
　　・訪問看護師への実習協力施設（前橋協立病院・協立診療所）

３　事業成果・効果

　本課程では本年４月より県内の慢性期・在宅医療ニーズに対応し、県内の特定行為研修を希望するすべて
の施設の看護師に研修機会を提供している。研修は、県内すべての受講生が働きながら学修するためにeラー
ニング及び本学のオンライン教育システムの活用を基本とした。限られた学内演習・実習では、特定行為研
修の教育経験豊富な非常勤講師（医師）、県内の特定行為研修修了者、模擬患者、本学教職員が協力し、シ
ミュレーション教育を取り入れ、充実した学修を展開できた。区分別科目では、医師による講義･演習を行い、
技術試験はオンライン教育システムを活用した技術動画の配信及び吸引シミュレータの貸与により、自宅や
自施設での反復練習が可能となり全員合格であった。臨地実習では、協力施設の管理者・指導者との実習調
整、提出課題の添削指導、施設訪問による対面指導を行い、受講生が順調に症例を重ねることができた。こ
れらをとおして、本課程の第１期生５名が研修管理委員会にて修了認定されたため、群馬県内の慢性期医療
や在宅医療等のニーズに貢献できたと考える。

４　事業の課題及び改善の方向性

　来年度は、初年度の研修内容全般に関する改善、第１期生のフォローアップ研修の企画、受講生等から希
望があった新たな区分の導入に関する検討が課題である。また、訪問看護師の受講が決定しており、他施設
での臨地実習に初めて取り組むため、他施設に協力いただく臨地実習が課題である。
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１　事業目的・内容

　４病院が抱える課題について、県立４病院（心臓血管センター、がんセンター、精神医療センター、小児
医療センター）と県民健康科学大学とが協働して、その解決に向けた連携事業を継続して展開する。

２　実施結果

＜看護部門＞
（1）４病院共通
ア　令和２年度連携事業に関する情報共有と確認
イ　日　時：令和２年６月24日（水）、令和３年２月19日（金）
　　　　　　　　 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う警戒度レベルに応じて４病院看護部長を含めた

会議を中止し、北爪看護人材支援専門官と事業責任者にて電話対応により今年度の事
業内容の進捗状況の情報共有・確認を行った。

　　　　　　　　・ ４病院の医療提供体制の確保や看護体制の整備・再編等による多忙な勤務状況にお
いて、４病院共通課題である看護管理コースの教育内容の見直し・検討については、
進捗状況が大幅に遅れ次年度継続課題とすることとなった。

　　　　　　　　・今年度は各病院の可能な範囲で状況に応じて研修内容の検討を実施した。
ウ　内　容：① 課題テーマ「群馬県立病院看護職者の学習ニード・教育ニード診断結果に基づく各病院

の研修プログラムと４病院共通の教育・研修プログラムの再構築」の継続・看護管理
コース研修の目標、教育内容・教育方法の再検討

　　　　　　②各病院の研修内容の検討

（2）小児医療センター
ア　テーマ：先輩看護職全員による新人看護職教育への参加
イ　講　師：本学看護学部　講師　富永明子　先生
ウ　実施状況： 
　　①プリセプターフォローアップ研修
　　②プリセプター研修
　　　 　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い研修会への講師派遣を中止とし、必要に応じて資料提

供を行った。

＜診療放射線部門＞
　県立病院へのニーズ調査、大学教員とのマッチング及び来年度の実施に向けた打合せ会議等を適宜実施
する予定であったが、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響もあり各病院からの具体的な要望がな
かったため実施に至らなかった。
　県内病院向け事業として備品の貸出事業についても、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、研修会
等が中止または延期となり備品貸し出し需要はなかった。

県立病院・県内病院連携事業
担当者／看護学部　横山センター長、松田教授、◎廣瀬教授、富永講師
　　　　診療放射線学部　◎上原教授、渡部准教授

Ⅰ-２. 事業報告
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３　事業成果・効果

＜看護部門＞
　今年度は県立４病院共通課題の継続事業において「看護管理コース研修の教育内容の充実を図る」こと
を課題とし、看護管理コース研修の目標、教育内容、教育方法の再検討を予定した。しかし、新型コロナ
ウイルス感染症拡大に伴う医療提供体制の確保により各病院の業務負担増の状況を考慮し、次年度に見送
ることとなった。また、個別事業においても講師派遣を中止とした。本事業の進捗状況を含めた情報共有
を看護人材支援専門官と本学事業責任者間において連絡調整を図り、社会情勢に応じて次年度継続課題と
することを確認した。

＜診療放射線部門＞
　備品貸し出しは、県内民間病院等への備品の貸し出しを例年実施してきたが今年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響もあり研修会や研究会等が中止もしくは延期となりそれに伴って備品貸し出しの要望がな
かった。

４　事業の課題及び改善の方向性

＜看護部門＞
　４病院共通事業を継続中である。「学習ニード・教育ニードの調査結果に基づく根拠のある教育プログ
ラムの再構築」とそのプログラムにより看護職の教育の推進を図ることができれば、県民に質の高い看護
を提供することが可能となる。次年度は、４病院共通ラダーに基づき「看護管理コース研修の教育内容の
充実を図る」ことを継続課題として取り組む予定である。理論と実践を統合する上での基礎的知識を得る
ことを目的に、研修の目標レベルの設定、教育内容の抽出及び具体的な教育方法の検討において協力支援
を実施していきたいと考える。

＜診療放射線部門＞
　令和元年度から実施した事業に、引き続き取り組む。事業効果を最大限に得るために県立病院と密に連
絡を取り合いながら事業を進めていく必要がある。また、備品貸し出しについては、県内民間病院への適
応拡大に向けた準備を行い広く貸し出しを行っていきたい。
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１　事業目的・内容

　県内の医療機関､ 行政機関､ 訪問看護事業所、福祉施設等に所属する看護師､ 保健師､ 助産師を対象に、
看護研究を実施する際に必要な研究の基礎的知識を習得するための ｢看護研究セミナー｣ を実施する。全セ
ミナーを受講した者に対して研究計画を募集、研究の一連の過程を本学教員が支援する ｢看護研究個別支援」
を実施し､ 県民の健康の保持・増進を担う県内看護職者の研究活動および看護実践上の課題解決等を支援す
る。

２　実施結果

（1） 看護研究セミナー　＊以下を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大がみられたため
中止した。

ア　第１回講義「看護研究計画書の作成」本学看護学部　講師　木村美香　先生
イ　第２回講義「看護研究における倫理と手続き」本学看護学部　准教授　橋本晴美　先生
ウ　第３回講義・演習「看護研究のための文献検索と文献検討」本学看護学部　講師　佐藤正樹　先生

（2）看護研究個別支援（新規）
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により看護研究セミナーを実施できなかったため、個別支援の対
象者がいなかった。

（3）看護研究個別支援（継続）
　2019年度に個別支援を行った10グループのうち、継続支援の希望があった７グループ27名に対し、
各支援担当教員が継続して支援を行った。

（4）研究成果報告会
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大がみられたため中止した。

３　事業成果・効果

（1）看護研究セミナー　　中止
（2）看護研究個別支援（新規）　　該当者なし
（3）看護研究個別支援（継続）
　昨年度の個別支援グループの中から、希望するグループに対する個別支援（継続）を実施した。昨年
度の個別支援10グループのうち､ ７グループが個別支援(継続）の申請を行い、学会発表や施設内報告
に向けて研究活動を継続した。県内の看護職者の研究活動を継続的に支援することで、研究能力の向上
が見込まれ、全国学会での発表機会を得ているグループもみられた。これらの成果は、それぞれの看護
実践での質向上が期待でき、県民の保健医療福祉の充実に貢献する可能性がある。

（4）研究成果報告会　　中止

４　事業の課題及び改善の方向性

　本年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大がみられたため、看護研究セミナー及び看護研究個別支援
（新規）、研究成果報告会を開催することができなかった。本事業の対象は、医療現場の最前線で働く、看護
師、助産師、保健師であるため、次年度はWeb開催等、安全に事業が実施できるような方法を検討するこ
とが課題である。また、セミナー等の申込方法が次年度より郵送からメールに変更となるため、リーフレッ
トや募集要項への掲載をする等、参加者が理解しやすいように修正した。また、対面での開催からWeb開

看護職研究支援事業
担当者／看護学部　◎上山准教授、橋本准教授、木村講師、浅見講師、戸谷講師、丸澤講師、佐々木講師

Ⅰ-２. 事業報告
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催など、本事業の開催概要を変更するため、参加者がインターネット環境などを整えられるよう、次年度の
リーフレット等を早めに作成した。
　次年度は、本事業を通して、県民の健康の保持・増進を担う県内の看護職者の研究活動および看護実践上
の課題解決等の支援を再開する。
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１　事業目的・内容

　「多様な新ニーズに対応するがん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン」に選定された、
筑波大学を中心とした13大学による「関東がん専門医療人養成拠点」事業に沿って、放射線治療教育プロ
グラムのセミナーを開催した。これを通じて、放射線治療技術の普及や向上とともに、がんの早期発見に繋
がる検診への関心を高めた。

２　実施結果

（1）「関東がん専門医療人養成拠点」事業への参画
ア　第１回「医学物理学講演会」
開催日：令和３年２月20日
開催場所：Web開催
参加者：県内外の診療放射線技師、医学物理士、機器開発者、学生（123名）
内　容：放射線治療装置導入の実際
　本年度は新型コロナウイルス感染症防止等のため講演会の企画と準備が遅れ､ 一回の開催となった。
最新の放射線治療機器を導入した医療機関の技術者４名（医学物理士および診療放射線技師）から､ 機
器の導入前の計画，導入中の注意事項，導入後の運用等の実際についての知見が報告された。最新の放
射線治療機器に関する知識を深め、最新機器導入におけるピットフォールを学んだ。タイプの異なる４
種類の装置に関する導入経験を一度に確認できる機会は少なく貴重な機会となった。
　非常に有用で実務に役立つ内容が多く、知識の再構築に有用と好評であった。

３　事業成果・効果

　群馬県内のみならず広域で放射線治療に携わる診療放射線技師、医学物理士、開発者および学生が講演会に
より知識を吸収し、ディスカッションを通して普遍的な放射線治療の概念と最新の治療技術を知る機会を提供
した。本年度は、がんプロフェッショナル基盤養成プランに沿って、最新の放射線治療装置導入の実際につい
て学び、放射線治療装置導入の進め方やピットフォールに関連する講演を行い知識を深めた。県内の医療機関
においてこれらの知識を応用されることが期待される。新型コロナウイルス感染症の影響でWeb開催となっ
たが､ 参加者は例年の２倍以上であり､ 多くの方に資することができた。放射線治療技術の向上は、群馬県で
治療を受ける患者の利益につながる有意義な活動である。

４　事業の課題及び改善の方向性

　放射線治療に携わる医療従事者の育成については、県がん対策推進条例においても明記されており、専門
的な医療従事者の質的向上を図る必要がある。
　今後も、「関東がん専門医療人養成拠点」事業への参画や、本学独自のセミナーの開催等を通じ、放射線技
術系の基礎教育や継続教育に取り組んでいく。

放射線教育・研修事業（放射線治療講習会）
担当者／診療放射線学部　◎佐々木教授、高田准教授、大野准教授

Ⅰ-２. 事業報告
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１　事業目的・内容

　県内の診療放射線技師の臨床研究支援事業として、臨床現場における画像診断検査の向上・発展を目的と
する研究の推進と発信に必要な方法を討論する研究会を実施する。これらにより、診療放射線技師の発展的
な研究を支援し、大学院への進学や臨床研究の推進を導く。さらに臨床研究の推進により医療機関における
医療技術の向上や高度医療の提供による県民への医療サービス向上を目指す。

２　実施結果

（1）第17回健科大CT・MRI研究会の開催
日時： 令和２年３月下旬に予定していたが新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して延期して令和２年

11日18日にTeamsを用いてWeb開催、参加者15名、内容は以下のとおりである。
19:00～19:20講演１）MRI装置について（前編） 本学診療放射線学部　准教授　高橋哲彦　先生
19:30～19:50講演２）MRIの画質評価（SNRを中心に）
 本学診療放射線学部　准教授　林　則夫　先生
19:50～20:00    フリーディスカッション

３　事業成果・効果

　第16回健科大CT・MRI研究会までは、参加される各施設の医療従事者（主に診療放射線技師）の臨床研
究の進め方や臨床現場における問題点を討論形式で議論していた。今回は、コロナ禍で各施設臨床研究報告
が少なかったことや事前アンケートより、さまざまな勉強会や学会が中止になっていることから講演形式で
関心のある2テーマの講義を実施した。様々な研究会等が中止になる中、県内の診療放射線技師の方が関心
のあるテーマについて享受することができた。また他県と比べて比較的オンライン講習会の整備や関心が低
い本県の診療放射線技師の方々にオンライン講習会の便利さと有用性を提示することができた。

４　事業の課題及び改善の方向性

　コロナ禍で従来の研究会が実施できなかったが、オンラインによる少人数の研究会を実施できた。参加い
ただいた数施設の方にとっては初めてのオンライン講習会で、職場から参加できる気軽さを体験できて好意
的な感想をいただいた。新型コロナウイルス感染症収束後も対面だけではなく、診療業務が忙しい施設や本
学から距離の離れている病院の方も参加しやすいオンライン形式の研究会を実施できるように、次年度以降
内容を模索していきたい。

放射線教育・研修事業（診療放射線技師 CT・MRI 研究会事業）
担当者／診療放射線学部　小倉（明）教授、◎林准教授、高橋准教授
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１　事業目的・内容

　診療放射線技師の撮像技術向上事業として、「MRI用ファントム作成」講習会等を開催するほか、MRIを用
いた共同研究と研修会を実施する。これらにより、診療放射線技師が最新の知識・技術を習得できるように
し、がん等の疾病の早期発見の機会の増加を図る。

２　実施結果

（1）本学MRI装置を用いたＭＲＩ講習会の開催
　令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響でMRI講習会の実施を見送った。

（2）群馬MR研究会への支援
　令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響で研究会がすべて中止になったため支援も実施しなかっ
た。

（3）CT・MRIに関する他施設との共同研究の実施
　桐生厚生病院、伊勢崎市民病院、群馬大学医学部附属病院それぞれの放射線部と本学の教員（高橋准教
授、林准教授）でMRIによる定量化に関する共同研究を実施した。

３　事業成果・効果

　令和元年まで毎年１回、本学MRI装置を使用したMRI講習会を実施して、本県の診療放射線技師を中心
にMRIに関する精度管理、認定試験対策などの講習会を実施してきたが、本年は新型コロナウイルス感染
症の影響で実施を見合わせた。また群馬MR研究会も実施されなかったため支援を行わなかった。県内施設
との共同研究は、本学診療放射線学部の高橋准教授を中心にQSMを用いた定量評価に関する多施設共同研
究を始めた。本年度はオンラインで５回打合せを実施した。

４　事業の課題及び改善の方向性

　MRI講習会は本県の診療放射線技師はもちろんのこと毎年他県からも多くの参加者に参加していただいて
おり、MRIを主として業務している診療放射線技師にとって有益な講習会であったが、コロナ禍で本年度は
実施できなかったことから次年度は実施方法を模索して講習会を実施したいと考える。群馬MR研究会への
支援は、群馬MR研究会の活動が再開された場合に施設や運営に対して支援を行う予定である。他施設との
共同研究は本年より新たに始まったQSM共同研究をより発展させて進めていく予定である。

放射線教育・研修事業（診療放射線技師継続教育等事業）
担当者／診療放射線学部　◎小倉（明）教授、林准教授、川村助教

Ⅰ-２. 事業報告
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１　事業目的・内容

　群馬県診療放射線技師会が開催する講習会等へ講師の派遣を行い、地域の診療放射線技師の技術向上に貢
献する。また、関連の講習事業についても開催支援を行い、診療放射線技師のさらなる知識・技術の向上に
貢献する。

２　実施結果

（1）令和2年度　群馬県がん検診エックス線撮影従事者講習会
ア　第１回：令和２年10月13日（火）
　開催場所：本学多目的ホール
　（ア）演題名：『 乳がん検診の現状と課題 』
　　　　講　師：ぐんまマンモグラフィ向上委員会　 新井敏子　先生
　（イ）演題名：『 ディジタルマンモグラフィの精度管理 』
　　　　講　師：東京都立大学 健康福祉学部 放射線学科　根岸 徹　先生 
　　　　参加人数：36名　
イ　第２回：令和２年11月10日（火）　
　開催場所：本学多目的ホール
　演題名：『 胸部XPの読影入門・総集編 』
　講　師：社会医療法人輝城会 城西クリニック  松本満臣　先生　
　　　　　参加人数：41名
※本学からの支援（会場運営・受付等）：五十嵐准教授、米持助教

（2）診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー
　開催日：令和２年12月６日（日）
　開催場所：本学多目的ホール
　講　師：群馬県診療放射線技師会　後閑隆之　先生
　　　　　医療法人石井会 渋川伊香保分院　青木里佳　先生
　　　　　本学診療放射線学部　助教　米持圭太　先生
　参加人数：11名
※本学からの支援（会場運営・受付等）：五十嵐准教授、米持助教

３　事業成果・効果

　群馬県診療放射線技師会が開催する講習会等に講師を派遣し、群馬県内外の技術レベルの向上に寄与する
ことができた。また、がん検診エックス線撮影従事者講習会等の開催にも協力することで、県内のがん検診
に従事する診療放射線技師のさらなる知識・技術の向上についても活動することができた。なお、新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大により、当初予定していたがん検診エックス線撮影従事者講習会２回、基礎技
術講習１回、女性部及び放射線管理部講習会が中止となった。

放射線教育・研修事業（群馬県診療放射線技師会講習支援事業）
担当者／診療放射線学部　◎五十嵐准教授、米持助教
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４　事業の課題及び改善の方向性

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、会場型の講習会開催に困難が生じた。講師や受講者の感染
防止を最優先し、群馬県診療放射線技師会とともにオンライン開催についても検討が必要である。また、令
和３年度から新規事業として「タスク・シフト／シェアおよび教育カリキュラムの改正に伴う講習会（仮）」
が予定されている。この事業についても、本学から講師派遣や会場提供等できるように準備を進めていく。

Ⅰ-２. 事業報告
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１　事業目的・内容

　県内診療放射線技師の研究支援事業として、国際学会発表を目的とした講習会等を実施する。これらによ
り、県内の診療放射線技師が海外に研究内容を発信し、世界レベルのディスカッションが可能となるように、
サポートすることにより、県内の医療がより発展することが期待できる。
【具体的な取組み】
（1）本学で行っている国際発表研究の紹介
（2）国際学会の申請の方法
（3）国際学会のスライド作成法・発表方法の講演

２　実施結果

（1）国際化研究支援講演会開催
　本講習会の開催を予定したが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、開催を断念した。

３　事業成果・効果

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、開催を断念したため成果は残念ながら上げることができな
かった。

４　事業の課題及び改善の方向性

　県内の診療放射線技師等の研究支援事業として、国際的視野を身につけるための講習会を予定していたが、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、開催を断念した。今後新型コロナウイルス感染症の感染状況
を見ながら本学にて、多くの方が世界を視野に入れた活動ができるよう、講師を迎えて講習会を開く予定で
ある。

放射線教育・研修事業（国際化研究支援事業）
担当者／診療放射線学部　◎小倉（敏）教授、渡部准教授
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１　事業目的・内容

　放射線測定に関する助言・指導、測定値の解釈・評価、対策の立案・実施に関する助言等を通じて、県民
に安全安心の提供を図る。

２　実施結果

【空間線量率測定結果の評価】
（1）赤城山中腹に設置された木質バイオマス発電所周辺の地域住民に安全と安心を提供するため、前橋市

環境部環境森林課が空間線量率測定を４回（５、８、11、２月）実施した。その測定結果について監
修および評価を行い、報告書を提出した。測定結果は前橋市のHPで公開されている。

（2）みどり市の住民に安全と安心を提供するため、みどり市生活環境課が小中学校、公園等の施設計47箇
所の空間線空間線量率測定を４回（５、９、１月）実施した。その測定結果について監修および評価を
行い、報告書を提出した。測定結果はみどり市のHPで公開されている。

（3）毎年、川場村で行われている世田谷区小学５年生の移動教室に先立ち、川場村むらづくり振興課が宿
泊施設およびキャンプ場等の空間線量率測定を行った（2021年１月）。その測定結果に基づいて線量
評価を行い、報告書を提出した。報告書は、世田谷区教育委員会が行う「川場村移動教室説明会」にお
いて、世田谷区内の小学５年生の保護者に配付される予定である（2021年４月）。

３　事業成果・効果

　今年度は、バイオマス発電所が本格的に稼働して３年目の空間線量率測定となった。発電所周辺の空間線
量率について、稼働前と稼働後の測定値に差異がないことを確認し、地域住民に安全性を示すことができ
た。稼働前、地域住民から多くの心配と苦情が前橋市に寄せられていたが現在はほとんどなくなったとのこ
とである。みどり市については、４カ月に１回、47施設において空間線量率測定が実施され、その結果に
ついて報告書を提出した。年間を通じて測定値に大きな変動はなく、住民からの質問等もない状況である。
川場村については、世田谷区の移動教室で利用する宿泊施設やキャンプ場、ハイキングコース等において、
2021年１月に空間線量率測定が実施されたが、測定結果は2019年12月とほぼ同様で問題はなかった。測
定結果に基づいて作成した報告書を2021年１月に川場村へ提出した。今後も線量評価の依頼があった自治
体については、専門学的な立場から測定結果に対してのコメントを提示するとともに、各自治体のHPや説
明会等を通じて公表し、住民に安全と安心を提供する。

４　事業の課題及び改善の方向性

　東京電力福島第一原子力発電所の事故を契機に、原発由来の放射性物質に対するする県民の不安解消の一
助となるような活動を計画し遂行した。今後も環境中の放射線および放射能に関わる様々な疑問にお応えし、
県民の不安や心配の解消に繋がるための活動を続けていく。また、自治体および市民団体等より、放射線・
放射能に関する研修会、講演会等の要望があった際には、基礎的な知識獲得の支援や原発事故前後の県内の
放射線量率の変動などについて情報を提供する。これらにより、県民が正しい情報の理解を進めることがで
き、ひいては県民および地域の方々の安心感に繋がるものと考えている。

放射線測定協力事業
担当者／診療放射線学部　原教授、◎杉野准教授

Ⅰ-２. 事業報告
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１　事業目的・内容

　主にこれまで実施してきた県民を対象とした公開講座や講演会等の事業を引き続き行い、地域貢献活動を
積極的に行う。

２　実施結果

（1）公開講座の開催（本学主催の県民を対象とした講座）
　大学危機管理本部および地域連携センター長の判断で、オンデマンドで１回のみ開催した。
　第１回公開講座　　「感染症対策 これだけは！」
令和３年１月27日～２月28日の期間YouTubeで公開した。
講義１　新型コロナ、私は結局どうすればいいの？
～すべきこと、しなくてもよいこと、してはいけないこと～
講義２　日常生活で気を付けたい基本的な感染症予防策
【講師】講義１　本学診療放射線学部　教授　瀬川篤記　先生
　　　　講義２　本学看護学部　講師　戸谷幸佳　先生
申込件数　91件
再生回数　瀬川先生講義　198回、戸谷先生講義　108回

受講者の意見　
・瀬川先生の講義はとてもわかりやすかったです。昨年は国内の死亡者が減っていることは驚きです。政
府の無策にもかかわらず日本はこの程度に済んでいる。国民の意識がそのファクターＸのひとつはでは
ないでしょうか。

・すごくわかりやすかった。手洗い動画の水の流し放しは気になってしまった。手袋のはずし方を間違え
ていたので確認できて良かった。

・わかりやすくご説明いただきありがたかったです。テレビ等では感情的に過度に煽るようなものが多い
のが嫌で、科学的な判断基準が欲しいと思っていました。感染確率などの指針が示されていたのもあり
がたかったです。

（2）出前講座　
　新型コロナウイルス感染症のため中止

（3）公開授業（県民を対象とした本学学部授業の公開）
　新型コロナウイルス感染症のため中止

３　事業成果・効果

　県立大学として求められる水準にふさわしい公開講座となるように、毎年度企画立案をしている。本年度
は新型コロナウイルス感染症対応に特化した形で、医師と看護師の立場から、最低限何をすればよいのかと
いうことにテーマを絞り、オンデマンドの形で公開講座を実施した。ラジオや大学ホームページ上での広報
を積極的に行い、動画再生回数は、講義１・講義２を合わせて300回を超えた。本事業は、上記のような公

教育普及事業
担当者／看護学部　石川教授、鵜生川准教授、林講師、小西講師
　　　　診療放射線学部　◎青木教授、大﨑准教授、寺下准教授、西村助手
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開講座や出前講座、公開授業の実施を通じ広く県民に本学の教育活動や教員が実施する研究を理解していた
だくものであると同時に、県立大学としての存在意義を再認識していただくために重要な事業である。

４　事業の課題及び改善の方向性

　大学機能として地域貢献活動を盛り込んだ改正学校教育法の趣旨から鑑み、医療専門職だけでなく、地域
住民をはじめ多くの県民の皆様に、大学の知的財産を還元することが要請されている。本学では、これまで
どおり、公開講座や講演会に加えて、要請の多い出前講座等にも新たなメニューを加えながら活動を行い、
地域貢献活動を積極的に実施すると共に、県民の皆様には、法人化の利点を生かしながら、今以上に出張講
座を活用いただけるよう、要望のあった様々なテーマで公開講座を企画するとともに、大学の現状や卒業生
の活躍の広報も含め、他委員会と共により広範な広報活動に力を入れる必要がある。

Ⅰ-２. 事業報告
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１　事業目的・内容

　本センターの活動を広く県民に知っていただくために、地域連携センターNewsletter及び地域貢献活動
報告書を発行する。また、学生ボランティア活動の支援体制の充実に取り組む。

２　実施結果

（1）地域連携センターNewsletterの発行
ア　Vol.8／No.1　９月発行　特集：新型コロナウイルスと共存する地域貢献
イ　Vol.8／No.2　１月発行　特集：看護師特定行為研修課程 
ウ　Vol.8／No.3　３月発行　特集：新型コロナウイルス感染症禍における大学の取り組み 

（2）令和元年度の地域貢献活動報告書の作成・製本化
（3）地域連携センターリーフレット作成
（4）学生ボランティア　
今年度依頼はあったが、新型コロナウイルス感染症のため、活動は行わなかった。

（5）他大学との連携
ア　群馬県の16大学（高専を含む）連携「ダイバーシティ連携地域ネットワーク会議」へ参加した。
イ　「めぶく。プラットホーム前橋」の会議へ参加した。

３　事業成果・効果

　地域連携センターNewsletter、地域連携センターリーフレット、地域貢献活動報告書を発行することで、
本センターの活動を広く県民に理解いただけたと思う。特にNewsletterでは新型コロナウイルス感染症と
大学の取り組みなどの特集を組み、活動を発信した。
　今年度は新型コロナウイルス感染症のため、学生ボランティアの参加はなかったが、感染症が収束した場
合には、感染対策を講じた上で、再開の判断を行い、学生のボランティアへの積極的な参加を促し活動を通
じて、地域に貢献したいと考える。
　他大学との連携を通して、他大学とともに、情報を共有し、地域貢献に役立てていきたいと考える。

４　事業の課題及び改善の方向性

　本事業の主要な３つの活動は、群馬県民の皆様にわかりやすく、適時に伝えることが重要である。その点で、
地域連携センターNewsletter、地域連携センターリーフレット、地域貢献活動報告書は、さらに充実させ
ていきたいと思う。また、今年度は新型コロナウイルス感染症のため、学生ボランティア活動はできなかっ
たが、感染が収束した場合には、再開の基準、感染対策などスムーズに再開できるように準備を行う。引き
続き他大学との協力・連携事業を通して、情報を共有していく。

地域連携推進事業
担当者／看護学部　 ◎行田教授、高井教授、大川准教授、金谷准教授、中野講師、樋口講師、橋爪講師、
　　　　　　　　　　鈴木（恵）講師、益子講師、福島講師、林講師、高橋（美）助教、生方助教
　　　　診療放射線学部　原教授、長島准教授、川村助教
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１　事業目的・内容

群馬県健康福祉部等と情報交換を行い、マッチングした事業の展開を図る。
（1）認知症サポーター養成支援（要請に応じて展開）
（2）県民の健康福祉施策の実現に向けた事業の協働展開
（3）県民の健康福祉に向けた施策の立案に必要なデータの分析、活用に係る調査研究等

２　実施結果

（1）認知症サポーター養成支援
ア　認知症サポーター・ステップアップ研修教材を大学HPに提示
　（ア）再生回数600件(H29年度より)
イ　DVD教材の配布（茨城県44市町村）
ウ　キャラバンメイトを対象としたWeb研修
　（ア）担 当 者：狩野教授
　（イ）実施状況：茨城県の対象者（180人）

（2）県民の健康福祉施策の実現に向けた事業の協働展開
ア　子育て講座プログラム政策・普及への協力【継続】
　 　「ぐんまの親子仲良しこよし子育て講座」乳児編のプログラムは、生活こども部児童福祉・青少年課
母子保健係と次年度以降検討

イ　健康福祉部保健予防課主催「若い世代の食育推進協議会」への参加【継続】
　（ア）担 当 者：塩ノ谷講師
　（イ）実施状況：県内７大学教員と学生による協議会に出席
　（ウ）「若い世代の食育に関するリーフレットの作成及び配布」も実施
ウ　「群馬県保健福祉事務所等における胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定」
　 　平成29年度より群馬県保健福祉事務所（10施設）に簡易半導体測定器を配布。現在も配布した測定
器を使用したX線装置の日常的な精度管理を継続。精度管理の継続的な支援を実施。

　（ア）担当者：米持助教

（3）県民の健康福祉に向けた施策の立案に必要なデータの分析、活用にかかる調査研究等実施なし
※令和２年度は、健康福祉部との情報交換会は実施されなかった。

３　事業成果・効果

「認知症サポーター養成支援」
　平成29年度に開発した認知症サポーター・ステップアップ研修教材を大学ホームページに公開している。
これにより、認知症の人々を支える地域づくりの知識の普及に繋がっており、他県からの問い合わせや研修
依頼も続いている。
「若い世代の食育推進協議会」参加
　協議内容を共有できた。また、「若い世代の食育に関するリーフレットの作成及び配布」にも寄与した。

健康福祉政策事業（医務課、保健予防課）
担当者／看護学部　◎横山教授　　診療放射線学部　柏倉教授、米持助教

Ⅰ-２. 事業報告
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「群馬県保健福祉事務所等における胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定」
　群馬県保健福祉事務所（10施設）に配布した簡易半導体測定器（10台）によるX線装置の日常的な精度
管理を継続することにより、各保健福祉事務所おけるX線装置の日常的な精度管理方法を確立することが可
能となった。

４　事業の課題及び改善の方向性

　「認知症サポーター養成支援」については、ホームページに公開した支援教材を広く活用して頂くことに
より認知症サポーター養成を支援するとともに、可能な限り社会の要請に対応していく。
　「ぐんまの親子 仲良しこよし 子育て講座」プログラム作成については、母子保健係と連携して完成させ、
県内市町村に配布することを目指す。また、DVD作成も検討する。さらに、本学教員が子育て講座のトレー
ナー研修等を企画、運営し、市町村の保健師等に講義を実施していく。
　「群馬県保健福祉事務所等における胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定」については、精度管理の支援
を継続する。また、定期的な測定器の校正を実施すること、組織化により多くの施設に発展・普及させるこ
とが今後の課題である。

　健康福祉政策事業は、関連部門との情報交換に基づき、課題の重要性や取組の必要性に応じて、急遽発足
し展開するという実態がある。教育・研究・地域貢献という3つのバランスをとりつつ、県民の健康福祉に
資する活動を計画的に展開できるように、各部門と調整していく必要がある。
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１　事業目的・内容

　平成28年度に群馬県と本学が連携して提案した政策プレゼン「健康寿命延伸プロジェクトⅡ－ぐんまエ
クステンションプラン」を展開するため、令和２年度は以下の事業を実施する。
（1）健康寿命延伸シンポジウムの開催
（2） 「元気に動こう・歩こうプロジェクト　－ぐんま元気の５か条は第１条の実践から」における「実践

フォーラム」の開催
（3）小規模町村支援事業のモデル地区として選定した榛東村に対する取り組み
（4）館林市健康寿命延伸プラットフォーム事業への協力
（5）小中学生保護者会向けの講演会等で活用できる生活習慣改善のための健康教育教材の開発
（6）群馬県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康増進効果検証事業に対する取り組み
（7）沼田市「スマートウエルネスぬまた推進事業」への協力
（8）「ぐんま元気エクステンションセミナー」の開催

２　実施結果

（1）健康福祉部保健予防課との協働による「健康寿命延伸シンポジウム」の開催
・下仁田町での開催を予定していたが、コロナ禍により計画を見送った。

（2） 健康福祉部保健予防課との共催による「元気に動こう・歩こうプロジェクト　－ぐんま元気の５か条
は第１条の実践から」における「実践フォーラム」の開催
　コロナ禍により前年度３月の開催が中止となったため、令和２年度の９月に実施延期を予定していた
が、さらに延期になり、３月にオンラインでの開催を実施した。
ア　開催時期：配信期間　令和３年３月５日（金）～３月18日（木）。
イ　 開催方法：オンデマンド配信（YouTubeチャンネル「tsulunos」にて限定公開。群馬県HPでの

申込み。県民への周知は県のHP及び本学のHPにより行った。
ウ　内容
ａ．実践フォーラム趣旨説明
ｂ．基調講演「100歳まで歩く～健康寿命の延伸は“動こう・歩こう”の実践から～」
　　講師：東京新宿メディカルセンターリハビリテーション士長　田中尚喜　先生
ｃ．事例紹介 ～地域での「元気に“動こう・歩こう”プロジェクト」の取組み～
　　講師：高崎健康福祉大学 健康福祉学部 健康栄養学科　准教授　大家千枝子　先生

（3）小規模町村支援事業のモデル地区として選定した榛東村に対する取り組み
ア　特定健診等のデータ分析及び榛東村広報誌への掲載
　　令和２年度はコロナ禍により活動自粛し、データ分析及び広報誌への掲載は行わなかった。
イ　慢性腎臓病（CKD）予防リーフレットの作成
　　慢性腎臓病（CKD）予防のためのオリジナルリーフレットを作成した。
ウ　保健事業計画策定等への参画

健康寿命延伸プロジェクト
担当者／看護学部　 ◎大澤（真）教授、宮崎教授、狩野教授、清水准教授、塩ノ谷講師、鈴木（美）講師、

坪井講師、佐藤講師、大澤（康）助教、久保助教
　　　　診療放射線学部　瀬川教授、長島准教授、大野准教授、佐藤准教授

Ⅰ-２. 事業報告
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　　 村の「第２次健康プランしんとう21」を改訂するための基礎調査として実施した「健康づくりに関
する調査」の結果報告書に対して意見を述べた。

エ　身体活動量計のデータを活用した共同研究の開始
　　 平成30年～令和２年の３年間に村の住民に貸し出した身体活動量計のデータ54名分を集計し、榛東
村との共同研究への取り組みを開始した。

（4）館林市健康寿命延伸プラットフォーム事業への協力
　コロナ禍により12月下旬にリモート開催の計画が進んでいたが、年末の感染拡大を受け延期、その後
中止となった。

（5）小中学生保護者会向けの講演会等で活用できる生活習慣改善のための健康教育教材の開発
　群馬県教育委員会事務局中部教育事務所の協力を得て、小中学生保護者向け講演会を企画していたが、
コロナ禍により実施できなかった。

（6）群馬県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康増進効果検証事業に対する取り組み
　コロナ禍により温水プールの全ての事業が中止となったため実施できなかった。

（7）沼田市「スマートウエルネスぬまた推進事業」への協力
　本事業に関わるデータ分析・活用方法等について必要に応じて市から相談を受ける予定であったが、コ
ロナ禍により実施がなかった。

（8）「ぐんま元気エクステンションセミナー」の開催
　出前なんでも講座登録時に「健康寿命延伸プログラム」を明示した講座は16テーマであったが、コロ
ナ禍により実施できなかった。

３　事業成果・効果

　元気に動こう・歩こうプロジェクトに係る実践フォーラムは、群馬県保健予防課との共催により実施して
おり令和２年度は３年間の継続事業の３年目にあった。令和２年度は前年度コロナ禍により中止になった内
容について３月にオンライン開催することができた。今後その効果について評価していく。
　小規模町村支援事業による榛東村に対する取り組みは、コロナ禍によりデータ分析等の多くの活動は自粛
となったが、村の各種計画づくり策定への参画や村民の身体活動量計のデータを活用した共同研究は開始す
ることができた。
　その他の事業については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により活動は休止した。

４　事業の課題及び改善の方向性

　健康寿命延伸シンポジウムについては、「ぐんま元気の５か条」の普及啓発に向けて、引き続き健康福祉部
保健予防課との協働により効果的なイベントになるように開催していくことが課題である。
　元気に動こう・歩こうプロジェクトについては、次年度も引き続き保健予防課と共催して効果的な取組み
を企画、実施する。
　次年度の榛東村に対する支援については、村の要望を踏まえ協議していく。また新規に開始した身体活動
量計データを活用した共同研究をさらに進めることが課題である。
　館林市健康寿命延伸プラットフォーム事業への協力については、引き続き健康寿命延伸プラットフォーム
会議の構成員及び専門委員会の「生きがいづくり及び情報発信に関する専門委員会」の委員として協力する。
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　小中学生保護者会向け健康教育教材の開発については、小中学校におけるPTA活動の再開状況を見ながら、
開発中の教材を用いた講演会の開催を検討する。
　群馬県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康増進効果検証事業については、温水プールが再開後、
データ収集を継続し、収集したデータの分析を進め、研究成果としてまとめる。
　沼田市「スマートウエルネスぬまた推進事業」については、企業と沼田市により事業実施は進められてい
るが、データの分析、活用に関しての検討は沼田市と本学とで連携して進めていく。データを活用できるか
たちにしていくことが課題である。
　ぐんま元気エクステンションセミナーについては、今後も出前なんでも講座登録時に「健康寿命延伸プロ
グラム」と明示した講座ついて、「ぐんま元気エクステンションセミナー」として開催する。令和２年度は、
昨年度と比較し登録テーマ数が昨年度の12件から16件に増えたため、次年度も新型コロナウイルス感染症
の感染収束状況を踏まえ取り組んでいく。

Ⅰ-２. 事業報告
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第１回　公開講座
テーマ「感染症対策これだけは！」

　令和２年度第１回目の公開講座では、「感染症対策これだけは！」を共通のテーマに、新型コロナウイ
ルスの感染拡大が続く中で、自身と周囲の人の安全を守るために心がけるべきことを２名の講師から解
説いただきました。
　講義１では、本学診療放射線学部の瀬川教授から、巷に流布する様々な情報を整理し、「自分が無理な
くできる行動」を確認することをテーマにお話をいただきました。データを示しながら分かりやすく解
説いただき、科学的根拠に裏打ちされたお話を聞くことができて安心したという受講者の声が聞かれま
した。
　講義２では、本学看護学部の戸谷講師から、普段何気なく使用しているマスクや手袋、手指消毒の方
法についてお話をいただきました。講義内では、実際に手洗い等を行う様子を見せていただき、受講者
からも分かりやすいと好評でした。
　また、本講座は感染症拡大防止のためオンライン（本学YouTubeチャンネルで公開）で実施しまし
たが、令和３年１月27日（水）～２月28日（日）の公開期間中に91名の方のご参加をいただきました。

参加者の感想
・わかりやすくご説明いただきありがたかったです。テ
レビ等では感情的に過度に煽るようなものが多いのが
嫌で、科学的な判断基準が欲しいと思っていました。

　感染確率などの指針が示されていたのもありがたかっ
たです。

・コロナのニュースは毎日のようにやっていますが家事
の合間に見たりしているので理解出来ていないことが
ありました。今回の講座でコロナウイルスが体の中に
どうやって入るか、どうやって具体的に防ぐ方法がわ
かりました。ありがとうございました。」
・知りたい情報がわかりやすく伝えられていたので非常
に良かったです。

・日頃疑問に思うことを、わかりやすくご説明いただき
ました。 オンライン開催は移動の手間がなく、参加
しやすいと思いました。

・時流に合ったテーマであり、感染予防の再認識に役
立った。

ピックアッ
プ

◆講義１「新型コロナ、私は結局どうすればいいの？
　　　　～すべきこと、しなくてもよいこと、してはいけないこと～」

本学診療放射線学部　教授　瀬川　篤記　先生

◆講義２「日常生活で気を付けたい基本的な感染症予防策」
本学看護学部　講師　戸谷　幸佳　先生
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Vol.8/No.1 2020.9.30

Ⅰ-２. 事業報告
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Vol.8/No.2 2021.1.4

Ⅰ-２. 事業報告



31

371-0052
h ps://www.gchs.ac.jp/
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Vol.8/No.3 2021.3.12

Ⅰ-２. 事業報告
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h ps://www.gchs.ac.jp/

h ps://www.gchs.ac.jp/

Web YouTube

h p://www.gchs.ac.jp/topics/13707.html
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Ⅰ-２. 事業報告

「令和２年度第１回医学物理学講演会」
　本学は、平成29年度に選定された文部科学省所管の研究拠点形成費等補助金、「多様な新ニーズに
対応するがん専門医療人材(がんプロフェッショナル）養成プラン」関東がん専門医療人養成拠点
事業に参画し、筑波大学を中心に13大学相互連携の下、がんプロフェッショナルの人材養成に取り
組んでいます。
　令和３年２月20日には、群馬県内外で放射線治療に携わる診療放射線技師、医学物理士、機器開
発者及び学生を対象に、最新の放射線治療機器の構造や治療理論とこれらを用いた最新の治療技術
について学ぶ機会を提供することを目的とする「医学物理学講演会」をオンライン（Zoom）で開
催しました。
　講師には、最新の放射線治療機器を導入した医療機関の技術者（医学物理士及び診療放射線技師
４名）をお招きし、機器導入前の計画時に検討が必要な事項、導入中に注意すべき事項及び導入後
の運用等についてご講演をいただきました。
　当日は、例年の２倍以上となる123名の方々にご参加いただき、放射線治療技術の向上に対する
関心の高さが窺われました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今年度はオンラインでの
開催となりましたが、受講者からは移動の手間がかからず参加しやすかったと好意的な意見が数多
く寄せられました。開催方法をオンラインとすることにより、コロナ禍においても、放射線治療に
携わる医療従事者等の専門知識の習得に貢献することができました。

【参加者の声（アンケートより）】
・治療装置の導入の実際について知見を得られたのがよかったです。
・新規治療機器導入の際の、治療機器の選択の仕方から受入試験、コミッショニングの実務的なこ
とまで、分かりやすく丁寧に教えていただき、非常に有意義な講演会でした。

・自施設での前回の更新時と比べ、簡便になってきている部分と高度に考慮しなければならない部
分が多々ある事を認識できました。しっかり勉強し直そうと思いました。

・使用メーカー以外（特殊装置も含め）の導入事例も聞けて、参考になる部分も多く今後の装置更
新に役立てたいと思います。このような講習会を企画していただき、大変感謝しております。

・今後の実務に直結する内容であり、大変参考になりました。

トピックス



その他の
地域貢献活動

Ⅱ
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学
会
活
動

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
名
数

教
授

行
田
　
智
子

日
本
看
護
研
究
学
会
専
任
査
読
委
員

日
本
看
護
研
究
学
会

令
和
２
年
度

ー
日
本
看
護
研
究
学
会
員

ー
教
授

行
田
　
智
子

第
35
回
日
本
母
乳
晡
育
学
会
学
術
集
会
企
画
委
員
日
本
母
乳
晡
育
学
会

令
和
元
年
度
～
３
年
度

日
本
母
乳
晡
育
学
会

教
授

横
山
　
京
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
評
議
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

教
授

横
山
　
京
子

日
本
看
護
科
学
学
会
　
代
議
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
２
年
度

教
授

横
山
　
京
子

千
葉
看
護
学
会
会
誌
　
専
任
査
読
者

千
葉
看
護
学
会

令
和
２
年
度

教
授

石
川
　
良
樹

20
20
年
度
日
本
生
物
物
理
学
会
年
会
実
行
委
員
会
日
本
生
物
物
理
学
会

20
20
年
９
月
16
日
～

９
月
18
日

W
eb

大
学
教
員
、

研
究
所
研
究
員

約
１
00
0

名
教
授

山
下
　
暢
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
理
事
長

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

山
下
　
暢
子

日
本
看
護
学
教
育
学
会
評
議
員

日
本
看
護
学
教
育
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

山
下
　
暢
子

日
本
看
護
学
教
育
学
会
専
任
査
読
者

日
本
看
護
学
教
育
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

山
下
　
暢
子

日
本
看
護
研
究
学
会
評
議
員

日
本
看
護
研
究
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

狩
野
　
太
郎

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
理
事
　
会
則
渉
外
委
員
会
委
員
長

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
２
年
度

教
授

狩
野
　
太
郎

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
査
読
委
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
２
年
度

教
授

宮
崎
有
紀
子

日
本
健
康
学
会
　
評
議
員

日
本
健
康
学
会

令
和
２
年
度

ー
ー

ー
教
授

高
井
ゆ
か
り

編
集
委
員
会
委
員

日
本
老
年
看
護
学
会

令
和
２
年
度

教
授

高
井
ゆ
か
り

代
議
員
、
教
育
委
員
会
委
員

日
本
運
動
器
疼
痛
学
会

令
和
２
年
度

教
授

高
井
ゆ
か
り

評
議
員

日
本
慢
性
疼
痛
学
会

令
和
２
年
度

教
授

高
井
ゆ
か
り

代
議
員

国
際
活
動
推
進
委
員
会
委
員

和
文
誌
編
集
委
員
会

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
２
年
度

教
授

廣
瀬
規
代
美

日
本
看
護
科
学
学
会
　
代
議
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
２
年
度

東
京

学
会
員

教
授

廣
瀬
規
代
美

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
代
議
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
２
年
度

東
京

学
会
員

教
授

廣
瀬
規
代
美

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
査
読
委
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
２
年
度

東
京

学
会
員

教
授

廣
瀬
規
代
美

第
14
回
日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
企
画
委
員

日
本
慢
性
看
護
学
会

令
和
２
年
度

群
馬

学
会
員

教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
地
域
看
護
学
会
　
代
議
員

日
本
地
域
看
護
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
地
域
看
護
学
会
誌
　
査
読
委
員

日
本
地
域
看
護
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
誌
　
査
読
委
員

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
ル
ー
ラ
ル
ナ
ー
シ
ン
グ
学
会
　
査
読
委
員

日
本
ル
ー
ラ
ル
ナ
ー
シ
ン
グ
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

大
澤
真
奈
美

千
葉
看
護
学
会
会
誌
　
専
任
査
読
者

千
葉
看
護
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－

Ⅱ-１. 学会活動
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
名
数

教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
産
業
衛
生
学
会
　
代
議
員

日
本
産
業
衛
生
学
会

令
和
２
年
度

教
授

飯
田
　
苗
恵

日
本
看
護
科
学
学
会
　
代
議
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－

教
授

飯
田
　
苗
恵

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

倫
理
委
員
会
委
員

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－

教
授

飯
田
　
苗
恵

日
本
難
病
看
護
学
会
 理
事

日
本
難
病
看
護
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

飯
田
　
苗
恵

日
本
在
宅
看
護
学
会
 業
務
委
員
会
委
員

日
本
在
宅
看
護
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－

教
授

飯
田
　
苗
恵

難
病
看
護
師
Ｗ
Ｅ
Ｂ
交
流
会

難
病
看
護
師
の
現
状
と
課
題
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

日
本
難
病
看
護
学
会

令
和
２
年
10
月
11
日

W
eb

学
会
認
定

難
病
看
護
師

約
50
名

教
授

飯
田
　
苗
恵

学
会
認
定
：
難
病
看
護
師

認
定
実
行
委
員
会
委
員

日
本
難
病
看
護
学
会

令
和
２
年
11
月
17
日
～

－
－

－

教
授

飯
田
　
苗
恵

学
会
認
定
：
難
病
看
護
師

認
定
講
習
会
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

日
本
難
病
看
護
学
会

令
和
３
年
２
月
13
日

W
eb

看
護
師

約
60
名

准
教
授
清
水
　
裕
子

第
40
回
　
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
　
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
「
国
際
学
会
オ
ー
ラ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
第
一
歩
」

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
２
年
12
月
13
日

W
eb

看
護
職
者

准
教
授
服
部
　
美
香

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
評
議
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
服
部
　
美
香

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
上
山
　
真
美

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

編
集
委
員
会
委
員

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

令
和
２
年
度

W
eb

－
－

准
教
授
上
山
　
真
美

日
本
老
年
泌
尿
器
科
学
会
　
評
議
員

日
本
老
年
泌
尿
器
科
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
准
教
授
上
山
　
真
美

日
本
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
査
読
委
員

日
本
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
准
教
授
上
山
　
真
美

日
本
創
傷
・
オ
ス
ト
ミ
ー
・
失
禁
管
理
学
会
査
読
委
員

日
本
創
傷
・
オ
ス
ト
ミ
ー
・
失
禁
管
理
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
准
教
授
上
山
　
真
美

高
齢
者
排
尿
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
２
年
度

W
eb

－
－

准
教
授
金
谷
　
悦
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
理
事

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

ー
ー

ー
准
教
授
金
谷
　
悦
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

准
教
授
金
谷
　
悦
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
C
O
Iワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
メ
ン
バ
ー

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

准
教
授
金
谷
　
悦
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
３
回
定
例
会
発
表
者

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

W
eb

学
会
員

32
名

准
教
授
金
谷
　
悦
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
４
回
定
例
会
発
表
者

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

W
eb

学
会
員

27
名

講
師

高
橋
　
裕
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
30
周
年
記
念
大
会
　
企

画
委
員
（
会
計
責
任
者
）

日
本
看
護
教
育
学
学
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
中
止

講
師

高
橋
　
裕
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
２
年
度

W
eb

看
護
職
者
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
名
数

講
師

高
橋
　
裕
子

群
馬
思
春
期
研
究
会
　
理
事

群
馬
思
春
期
研
究
会

令
和
２
年
度

群
馬

看
護
職
者
・
医
師

養
護
教
諭

講
師

河
内
　
直
美

第
24
回
群
馬
県
看
護
学
会

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
２
年
度

群
馬

看
護
職
者
、

看
護
学
生

約
45
0名

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
名
数

教
授

小
倉
　
敏
裕

RP
TE
　
査
読

Ra
dio
log
ica
l P
hy
sic
s a
nd
 Te
ch
no
log
y誌

令
和
２
年
度

教
授

小
倉
　
敏
裕

第
１
回
C
T 
C
ol
on
og
ra
ph
y 
W
eb
in
ar
企
画
打

合
せ
お
よ
び
開
催

日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会

令
和
２
年
７
月
17
日
（
金
）

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

30
0名

教
授

小
倉
　
敏
裕

医
用
画
像
情
報
学
会
（
M
II）
第
18
8回
大
会
理
事
会
医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
２
年
10
月
３
日
（
土
）

W
eb

大
学
教
員
、
医
師
、

放
射
線
技
師

39
名

教
授

小
倉
　
敏
裕

看
護
理
工
学
会
評
議
委
員
会

看
護
理
工
学
会

令
和
２
年
10
月
23
日
（
金
）

W
eb

大
学
教
員
、
医
師
、

放
射
線
技
師
、

看
護
師

30
名

教
授

小
倉
　
敏
裕

第
２
回
C
T 
C
ol
on
og
ra
ph
y 
W
eb
in
ar
企
画
打

合
せ
お
よ
び
開
催

日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会

令
和
２
年
11
月
12
日
（
木
）

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

50
0名

教
授

小
倉
　
敏
裕

日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会
編
集
委
員
会
編
集

日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会

令
和
２
年
12
月
19
日
（
土
）

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

５
名

教
授

小
倉
　
敏
裕

日
本
消
化
管
CT
技
術
学
会
　
令
和
２
年
度
第
１
回
理
事
会
日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会

令
和
３
年
２
月
22
日
（
月
）

W
eb

大
学
教
員
、
医
師
、

放
射
線
技
師

１
0名

教
授

小
倉
　
敏
裕

医
用
画
像
情
報
学
会
（
M
II）
第
18
9回
大
会
理
事
会
医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
３
年
３
月
６
日
（
土
）

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

39
名

教
授

小
倉
　
敏
裕

第
３
回
C
T 
C
ol
on
og
ra
ph
y 
W
eb
in
ar
企
画
打

合
せ
お
よ
び
開
催

日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会

令
和
３
年
３
月
30
日
（
火
）

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

45
0名

教
授

佐
々
木
浩
二

群
馬
放
射
線
腫
瘍
研
究
会
 世
話
人

群
馬
放
射
線
腫
瘍
研
究
会

令
和
２
年
度

ー
ー

ー
教
授

佐
々
木
浩
二

日
本
医
学
物
理
学
会
　
代
議
員

日
本
医
学
物
理
学
会

令
和
２
年
度

ー
ー

ー
教
授

佐
々
木
浩
二

日
本
医
学
物
理
学
会
　
Q
A
/Q
C
委
員
会
委
員

日
本
医
学
物
理
学
会

令
和
２
年
度

ー
ー

ー
教
授

佐
々
木
浩
二

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

教
授

佐
々
木
浩
二

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
C
yP
os
審
査
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

第
77
回
日
本
放
射
線
技

術
学
会
総
会
学
術
大
会

ー
ー

ー

Ⅱ-１. 学会活動
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
名
数

教
授

佐
々
木
浩
二

Jo
ur
na
l o
f R
ad
ia
tio
n 
Re
se
ar
ch
　

A
ss
oc
ia
te
 E
di
to
r

Th
e 
Ja
pa
n 
Ra
di
at
io
n 
Re
se
ar
ch
 

So
ci
et
y 
an
d 
Ja
pa
ne
se
 S
oc
ie
ty
 fo
r 

Ra
di
at
io
n 
O
nc
ol
og
y

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

教
授

佐
々
木
浩
二

Jo
ur
na
l o
f R
ad
ia
tio
n 
Re
se
ar
ch
　

査
読
者

Th
e 
Ja
pa
n 
Ra
di
at
io
n 
Re
se
ar
ch
 

So
ci
et
y 
an
d 
Ja
pa
ne
se
 S
oc
ie
ty
 fo
r 

Ra
di
at
io
n 
O
nc
ol
og
y

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

教
授

佐
々
木
浩
二

Ra
di
ol
og
ic
al
 P
hy
si
cs
 a
nd
 T
ec
hn
ol
og
y

査
読
者

Ja
pa
ne
se
 S
oc
ie
ty
 o
f R
ad
io
lo
gi
ca
l 

Te
ch
no
lo
gy
 a
nd
 J
ap
an
 S
oc
ie
ty
 o
f 

M
ed
ic
al
 P
hy
sic
s

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

教
授

下
瀬
川
正
幸

医
学
物
理
士
認
定
機
構
　
試
験
委
員
会
委
員

一
般
財
団
法
人
医
学
物
理
士
認
定
機
構

令
和
２
年
度

東
京

－
－

教
授

下
瀬
川
正
幸

医
療
情
報
技
師
能
力
検
定
試
験
問
題
作
成
委
員

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
情
報
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－
教
授

原
　
　
孝
光

世
話
人

福
島
県
核
医
学
研
究
会

令
和
２
年
度

准
教
授
五
十
嵐
　
博

令
和
２
年
度
　
群
馬
県
が
ん
検
診
エ
ッ
ク
ス
線
線

撮
影
従
事
者
講
習
会
の
運
営

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
10
月
13
日
、

11
月
10
日

本
学

診
療
放
射
線
技
師

延
77
名

准
教
授
五
十
嵐
　
博

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
　
副
会
長
・

理
事
・
倫
理
委
員
長
・
編
集
委
員
・
RC
委
員
長
・

査
読
委
員
・
相
談
員

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
 

令
和
２
年
度

―
診
療
放
射
線
技
師

―

准
教
授
五
十
嵐
　
博

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会
　
副
会
長
・
常
務
理
事

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
度

―
診
療
放
射
線
技
師

―

准
教
授
五
十
嵐
　
博

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
　
代
議
員
・
医
療
被
ば

く
安
全
管
理
委
員
・
放
射
線
被
ば
く
相
談
員
分
科

会
委
員
・
査
読
委
員

一
般
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
度

―
診
療
放
射
線
技
師

―

准
教
授
五
十
嵐
　
博

日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
　
群
馬
県
支
部
幹
事

日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
群
馬
県
支
部

令
和
２
年
度

―
県
内
医
療
従
事
者

―
准
教
授
五
十
嵐
　
博

大
山
人
間
科
学
研
究
会
　
理
事
長

大
山
人
間
科
学
研
究
会

令
和
２
年
度

―
心
理
学
研
究
者
等

―
准
教
授
佐
藤
　
哲
大

電
子
情
報
通
信
学
会
和
文
論
文
誌
D
査
読
委
員

電
子
情
報
通
信
学
会

令
和
２
年
度

本
学

投
稿
論
文

准
教
授
杉
野
　
雅
人

日
本
保
健
物
理
学
会
教
員
等
協
議
会
委
員

日
本
保
健
物
理
学
会

令
和
元
年
８
月
22
日
～

－
大
学
教
員
等

24
名

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

日
本
核
医
学
会
PE
T
核
医
学
分
科
会
PE
T
撮
像
法

標
準
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員

日
本
核
医
学
会

令
和
２
年
度

東
京

医
師
、
放
射
線
技
師

約
20
人

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

標
準
・
規
格
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

東
京

放
射
線
技
師
、

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

約
10
名

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

関
東
支
部
 関
東
核
医
学
研
究
会
 幹
事

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

東
京

放
射
線
技
師

約
20
人

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

An
na
ls 
of
 N
uc
le
ar
 M
ed
ic
in
e査
読

日
本
核
医
学
会

令
和
２
年
度

－
准
教
授
大
﨑
　
洋
充

Eu
ro
pe
an
 J
ou
rn
al
 o
f N
uc
le
ar
 M
ed
ic
in
e査
読
欧
州
核
医
学
会

令
和
２
年
度

－
准
教
授
大
﨑
　
洋
充

日
本
放
射
線
技
術
学
会
誌
査
読

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

－
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
名
数

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

Ra
di
oi
so
to
pe
s誌
査
読

日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会

令
和
２
年
度

－
准
教
授
大
﨑
　
洋
充

群
馬
県
核
医
学
研
究
会
　
世
話
人

群
馬
県
核
医
学
研
究
会

令
和
２
年
度

－

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル
分
科
会
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
（
世
話
人
兼
務
）

臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル
分
科
会

令
和
２
年
度

－

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

ク
リ
ニ
カ
ル
PE
T
フ
ォ
ー
ラ
ム
世
話
人

ク
リ
ニ
カ
ル
PE
T
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
２
年
度

－
准
教
授
大
﨑
　
洋
充

関
東
脳
核
医
学
研
究
会
世
話
人

関
東
脳
核
医
学
研
究
会

令
和
２
年
度

－

准
教
授
林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
第
76
回
総
会
学
術
大
会
　

司
会
，
座
長
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
師

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
５
月
23
日

～
６
月
14
日

W
eb

診
療
放
射
線
技
師
，

研
究
者

准
教
授
林
　
　
則
夫

In
te
rn
at
io
na
l 
So
ci
et
y 
fo
r 
M
ag
ne
ti
c 

Re
so
na
nc
e 
(IS
M
RM
)2
02
0 
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
師
国
際
磁
気
共
鳴
医
学
会

令
和
２
年
８
月
８
日

～
８
月
14
日

W
eb

医
師
，
診
療
放
射
線

技
師
，
M
RI
研
究
者

准
教
授
林
　
　
則
夫

第
17
回
健
科
大
C
TM
RI
研
究
会
　
講
師

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
11
月
18
日

W
eb

診
療
放
射
線
技
師

准
教
授
林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
撮
影
部
会
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
国
際
戦
略
委
員
会
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
代
議
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
学
術
推
進
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
学
術
研
究
班
「
M
RI
検
査
用

金
属
探
知
機
の
特
性
評
価
に
関
す
る
研
究
」
班
長

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

医
用
画
像
情
報
学
会
　
常
務
理
事

医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

研
究
会
　
幹
事

群
馬
M
R研
究
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

研
究
会
　
代
表
世
話
人

群
馬
G
yr
o 
U
se
rs
 M
ee
tin
g

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

研
究
会
　
幹
事

群
馬
C
TM
RI
研
究
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

研
究
会
　
幹
事

群
馬
M
R医
学
研
究
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

Ra
di
ol
og
ic
al
 P
hy
si
cs
 a
nd
 T
ec
hn
ol
og
y誌

査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

日
本
磁
気
共
鳴
医
学
会
雑
誌
　
査
読
者

日
本
磁
気
共
鳴
医
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

A
ca
de
m
iｃ
 R
ad
io
lo
gy
　
査
読
者

A
ss
o
ci
at
io
n
 o
f 
U
n
iv
e
rs
it
y 

Ra
di
ol
og
is
ts
 (A
U
R)

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
雑
誌
　
査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
渡
部
　
晴
之

日
本
放
射
線
技
術
学
会
雑
誌
　
査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
渡
部
　
晴
之

Ra
di
ol
og
ic
al
 P
hy
si
cs
 a
nd
 T
ec
hn
ol
og
y

査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

Ⅱ-１. 学会活動
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
名
数

准
教
授
渡
部
　
晴
之

医
用
画
像
情
報
学
会
　
理
事

医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
２
年
度

准
教
授
渡
部
　
晴
之

第
76
回
日
本
放
射
線
技
術
学
会
総
会
学
術
大
会
  座
長

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

W
eb

大
学
教
員
、
放
射

線
技
師
、
学
生

助
教

川
村
　
　
拓

日
本
放
射
線
技
師
教
育
学
会
理
事
会

日
本
放
射
線
技
師
教
育
学
会

令
和
２
年
度

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

－

助
教

川
村
　
　
拓

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
査
読
者

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
度

－
－

－
助
教

川
村
　
　
拓

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
 臨
床
実
習
指
導
教
育
委
員
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
度

W
eb

－
－

助
教

川
村
　
　
拓

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
 綱
領
見
直
し
委
員

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
度

W
eb

－
－

助
教

川
村
　
　
拓

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
 臨
床
実
習
施
設
分
科
会
委
員

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
度

W
eb

－
－

助
教

川
村
　
　
拓

日
本
放
射
線
技
術
学
会
査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
２
年
度

－
－

－

助
教

米
持
　
圭
太

診
療
放
射
線
技
師
の
た
め
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ

ミ
ナ
ー
（
令
和
２
年
度
）　
運
営

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

20
20
年
12
月
６
日
（
日
）

群
馬

診
療
放
射
線
技
師

11
名

助
教

米
持
　
圭
太

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会
　
常
務
理
事
・
教
育
部
長

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
度

－
助
教

米
持
　
圭
太

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
　
教
育
委
員

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
度

－
助
教

米
持
　
圭
太

群
馬
県
核
医
学
研
究
会
　
世
話
人

群
馬
県
核
医
学
研
究
会

令
和
２
年
度

－

助
教

米
持
　
圭
太

臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル
分
科
会
　
プ

ロ
グ
ラ
ム
委
員
（
世
話
人
兼
務
）

臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル
分
科
会

令
和
２
年
度

－

助
教

米
持
　
圭
太

群
馬
県
庁
放
射
線
技
師
会
　
地
区
幹
事
・
学
術
部
員

群
馬
県
庁
放
射
線
技
師
会

令
和
２
年
度

－

一
般
住
民
・
団
体
を
対
象
と
し
た
講
演
・
研
修

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

講
師

戸
谷
　
幸
佳

令
和
２
年
度
公
開
講
座

「
感
染
症
対
策
こ
れ
だ
け
は
」

日
常
生
活
で
気
を
付
け
た
い
基
本
的
な
感
染
症
予
防
策

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学

令
和
３
年
１
月
27
日

～
令
和
３
年
２
月
28
日

群
馬
県
立

県
民
健
康
科
学
大
学

（Y
ou
tub
e に
よる
配信
）

住
民

約
20
0名

一般住民・団体を対象とした講演・研修
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【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

瀬
川
　
篤
記

令
和
２
年
度
公
開
講
座

「
感
染
症
対
策
こ
れ
だ
け
は
」

新
型
コ
ロ
ナ
、
私
は
結
局
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

～
 す
べ
き
こ
と
、
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
、
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
 ～

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学

令
和
３
年
１
月
27
日

～
令
和
３
年
２
月
28
日

群
馬
県
立
県
民

健
康
科
学
大
学
 

（
Yo
ut
ub
e 
に
よ

る
配
信
）

住
民

約
20
0名

保
健
医
療
専
門
職
を
対
象
と
し
た
講
演
・
研
修

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

行
田
　
智
子

養
育
支
援
訪
問
員
の
養
成
講
座

家
族
の
強
み
と
課
題
の
評
価
～
支
援
計
画
の
立
て
方
～

HE
A
LT
HY
　
FA
M
IL
Y　
は
ま
ま
つ

令
和
２
年
11
月
28
日

W
eb

看
護
職
、

保
育
士
等

10
名

教
授

山
下
　
暢
子

愛
媛
県
看
護
教
員
継
続
教
育
研
修
会
Ⅲ
　「
看
護
学

実
習
指
導
上
の
課
題
を
解
決
す
る
－
よ
り
効
果
的

な
実
習
指
導
に
向
け
て
－
」

愛
媛
県

令
和
２
年
11
月
８
日

W
eb

看
護
学
教
員

約
30
名

教
授

狩
野
　
太
郎

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
講
師

向
け
W
eb
講
座

茨
城
県
保
健
福
祉
部

令
和
３
年
２
月
16
日

W
eb

看
護
職
・
介
護
職

18
0名

教
授

宮
崎
有
紀
子

看
護
研
究
デ
ー
タ
の
分
析
～
量
的
デ
ー
タ
の
分

析
・
基
礎
編
～

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
２
年
８
月
７
日

群
馬
県
看
護
協
会

看
護
職

約
30
名

教
授

高
井
ゆ
か
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
認
知
症
の
緩
和
ケ
ア
を
考
え
る

認
知
症
の
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
研
究
会

令
和
２
年
11
月
23
日

W
eb

看
護
師
等

約
15
00
人

教
授

大
澤
真
奈
美

令
和
２
年
度
新
任
保
健
師
研
修
会
　
講
師

群
馬
県
医
務
課
看
護
係

令
和
３
年
３
月

W
eb

県
内
新
任
保
健
師

約
40
名

教
授

飯
田
　
苗
恵

令
和
２
年
度
訪
問
看
護
研
修
〔
指
導
者
編
〕

「
指
導
方
法
と
評
価
」　
講
師

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
２
年
11
月
25
日

群
馬
県
看
護
教
育

セ
ン
タ
ー

訪
問
看
護
師

約
15
名

准
教
授
清
水
　
裕
子

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
を
学
ぶ

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
２
年
９
月
１
日

群
馬
県
看
護
教
育

セ
ン
タ
ー

看
護
職
者

約
50
名

准
教
授
清
水
　
裕
子

令
和
２
年
度
新
人
看
護
職
員
研
修
事
業
　
教
育
担

当
者
研
修

「
教
育
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
２
年
11
月
４
日

群
馬
県
看
護
教
育

セ
ン
タ
ー

看
護
職
者

約
50
名

准
教
授
清
水
　
裕
子

令
和
２
年
度
訪
問
看
護
師
人
材
養
成
研
修
会
「
学

ぼ
う
！
訪
問
看
護
研
究
会
の
企
画
・
実
施
・
評
価
」
群
馬
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
課
医

療
・
介
護
連
携
推
進
係

令
和
３
年
２
月
20
日

群
馬
県
庁

訪
問
看
護
師

10
名

准
教
授
上
山
　
真
美

看
護
研
究
に
関
す
る
研
修

公
立
館
林
厚
生
病
院

令
和
２
年
６
月
～
３
月

公
立
館
林
厚
生
病
院

看
護
師

約
20
名

助
教

佐
々
木
馨
子

令
和
２
年
度
訪
問
看
護
師
養
成
研
修
［
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
］
群
馬
県
看
護
協
会

令
和
２
年
９
月
９
日

令
和
２
年
９
月
24
日

群
馬
県
看
護
協
会

看
護
職

一般住民・団体を対象とした講演・研修
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【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

小
倉
　
敏
裕

第
１
回
C
T 
C
ol
on
og
ra
ph
y 
W
eb
in
ar
司
会

日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会

令
和
２
年
７
月
17
日
（
金
）

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

30
0名

教
授

小
倉
　
敏
裕

第
２
回
C
T 
C
ol
on
og
ra
ph
y 
W
eb
in
ar
司
会

日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会

令
和
２
年
11
月
12
日
（
木
）

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

50
0名

教
授

小
倉
　
敏
裕

第
３
回
C
T 
C
ol
on
og
ra
ph
y 
W
eb
in
ar
司
会

日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会

令
和
３
年
３
月
30
日
（
火
）

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

45
0名

教
授

小
倉
　
敏
裕

第
３
回
C
T 
C
ol
on
og
ra
ph
y 
W
eb
in
ar
講
演

「
C
TC
こ
れ
か
ら
の
画
像
表
示
シ
ス
テ
ム
」

日
本
消
化
管
C
T
技
術
学
会

令
和
３
年
３
月
30
日
（
火
）

W
eb

大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

45
0名

教
授

佐
々
木
浩
二

放
射
線
治
療
 医
学
物
理
講
義
　
講
師

磐
田
市
立
総
合
病
院

令
和
２
年
度

磐
田
市
立
総
合
病
院

医
学
物
理
士
、

診
療
放
射
線
技
師
、

医
師

ー

教
授

下
瀬
川
正
幸

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
第
16
回
医
学
物
理
コ
ー

ス
講
師
　「
放
射
線
診
断
物
理
学
」

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研

究
開
発
機
構
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

令
和
２
年
７
月
14
日

放
射
線
医
学
総
合
研
究

所
（
W
eb
開
催
）

医
学
物
理
士

30
名

教
授

下
瀬
川
正
幸

第
19
回
東
京
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
大
学
経

営
・
政
策
コ
ー
ス
同
窓
会
主
催
講
演
会
「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
学
部
運
営
事
例
報
告
」

東
京
大
学
教
育
学
研
究
科
大
学
経
営
・

政
策
コ
ー
ス
同
窓
会

令
和
２
年
10
月
17
日

東
京
大
学

（
W
eb
開
催
）

大
学
教
職
員
、
文

部
科
学
省
職
員
等

約
10
0名

教
授

下
瀬
川
正
幸

FD
研
修
会
講
師
　「
群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
の

法
人
化
事
例
－
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
－
」
茨
城
県
立
医
療
大
学

令
和
２
年
12
月
24
日

茨
城
県
立
医
療
大
学

（
W
eb
開
催
）

大
学
教
職
員

約
15
0名

准
教
授
五
十
嵐
　
博

傾
聴
訓
練
指
導

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会

令
和
２
年
９
月
15
日
,９
月
26

日
，
令
和
３
年
１
月
30
日

W
eb

診
療
放
射
線
技
師

延
30
名

准
教
授
五
十
嵐
　
博

医
療
安
全
研
修
会
「
う
っ
か
り
ミ
ス
は
な
ぜ
起
き
る
」
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団

20
21
年
３
月
18
日
（
木
）

W
eb

財
団
職
員

約
60
名

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
　
SU
V
の
定
量
性
と
臨
床

利
用
～
SP
EC
T
と
PE
T
に
て
～
 P
ET
診
療
に
役
立

つ
定
量
化
技
術
と
最
新
動
向
,

第
60
回
日
本
核
医
学
会
学
術
総
会

令
和
２
年
11
月
13
日

神
戸
国
際
会
議
場

医
師
・
放
射
線
技
師
約
20
0名

准
教
授
大
﨑
　
洋
充
（
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
）
次
世
代
デ
ジ
タ
ル
PE
T-
CT

装
置
「
Ca
rte
sio
n 
Pr
im
e」
の
技
術
的
イ
ン
パ
ク
ト

第
60
回
日
本
核
医
学
会
学
術
総
会

令
和
２
年
11
月
13
日

神
戸
国
際
会
議
場

医
師
・
放
射
線
技
師
約
30
0名

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

が
ん
プ
ロ
講
義
「
放
射
線
診
断
学
・
核
医
学
特
論
」
東
京
医
科
歯
科
大
学

令
和
２
年
９
月
17
日

東
京
医
科
歯
科
大
学

（
W
eb
開
催
）

大
学
院
生
・
職
員

約
10
人

助
教

川
村
　
　
拓

M
RI
を
広
く
知
る

株
式
会
社
千
代
田
テ
ク
ノ
ル

令
和
２
年
６
月
23
日

千
代
田
テ
ク
ノ
ル
本
社

会
議
室
お
よ
び
W
eb

医
師
、
診
療
放
射

線
技
師
、
会
社
員

約
40
人

助
教

米
持
　
圭
太

診
療
放
射
線
技
師
の
た
め
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ

ナ
ー
（
令
和
２
年
度
）
:エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
講
座
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

20
20
年
12
月
６
日
（
日
）

群
馬

診
療
放
射
線
技
師

11
名

助
教

米
持
　
圭
太

診
療
放
射
線
技
師
の
た
め
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ

ナ
ー
（
令
和
２
年
度
）
:医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

20
20
年
12
月
６
日
（
日
）

群
馬

診
療
放
射
線
技
師

11
名

保健医療専門職を対象とした講演・研修
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行
政
組
織
で
の
活
動
等

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

講
師

助
教

行
田
　
智
子

橋
爪
由
紀
子

林
　
は
る
み

生
方
　
尚
絵

「
子
育
て
マ
マ
の
こ
こ
ろ
の
相
談
」
個
別
相
談

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

令
和
１
年
４
月

～
令
和
２
年
３
月

利
根
沼
田
保
健
福
祉

事
務
所

住
民

－

教
授

横
山
　
京
子

群
馬
県
健
康
福
祉
部
医
学
系
研
究
等
に
係
る
倫
理

委
員
会
委
員

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
２
年
度

紙
面
会
議

－
－

教
授

狩
野
　
太
郎

群
馬
県
・
群
馬
大
学
共
催
市
民
講
座
・
企
画
ワ
ー

キ
ン
グ
　
委
員

群
馬
県
／
群
馬
県
診
療
連
携
拠
点
病
院
 

連
絡
協
議
会

令
和
２
年
度

群
馬
大
学

教
授

宮
崎
有
紀
子

榛
東
村
健
康
づ
く
り
計
画
作
成
委
員
会
　
委
員

榛
東
村

令
和
２
年
度

榛
東
村
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー

－
－

教
授

高
井
ゆ
か
り

群
馬
県
高
齢
介
護
施
策
推
進
協
議
会
委
員

群
馬
県
高
齢
介
護
課

令
和
２
年
度

教
授

大
澤
真
奈
美

群
馬
県
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
連
絡
協
議
会
 委
員

群
馬
県
健
康
福
祉
部
障
害
政
策
課

令
和
２
年
度

群
馬
県
庁

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

県
民
健
康
・
栄
養
調
査
企
画
解
析
検
討
委
員
会

群
馬
県
健
康
福
祉
部
保
健
予
防
課

令
和
２
年
度

群
馬
県
庁

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

前
橋
市
介
護
保
険
認
定
審
査
会
　
委
員

前
橋
市
介
護
保
険
課

令
和
２
年
度

前
橋
市
役
所

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

前
橋
市
自
立
支
援
給
付
認
定
審
査
会
 委
員

前
橋
市
障
害
福
祉
課

令
和
２
年
度

前
橋
市
保
健
所

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

前
橋
市
食
育
推
進
会
議
 委
員
長

前
橋
市
健
康
増
進
課

令
和
２
年
度

前
橋
市
保
健
セ
ン
タ
ー

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

前
橋
市
環
境
審
議
会
 委
員

前
橋
市
環
境
政
策
課

令
和
２
年
度

前
橋
市
役
所

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

第
２
期
榛
東
村
総
合
戦
略
有
識
者
会
議
 委
員

榛
東
村
企
画
財
政
課

令
和
２
年
度

榛
東
村
役
場

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

群
馬
県
開
発
審
査
会
 委
員

群
馬
県
県
土
整
備
部
建
築
課

令
和
２
年
度

群
馬
県
庁

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

群
馬
県
建
築
審
査
会
　
委
員

群
馬
県
県
土
整
備
部
建
築
課

令
和
２
年
度

群
馬
県
庁

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

群
馬
県
廃
棄
物
処
理
施
設
等
専
門
委
員
会
　
委
員

群
馬
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
課

令
和
２
年
度

群
馬
県
庁

－
－

准
教
授
飯
田
　
苗
恵

前
橋
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
設
置
法
人
選
定

委
員
会
副
委
員
長

前
橋
市

令
和
２
年
度

前
橋
市
役
所

書
面
会
議

－
－

准
教
授
上
山
　
真
美

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
員

前
橋
市

令
和
２
年
度

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
西
部
・
W
eb

－
－

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

佐
々
木
浩
二

放
射
線
・
陽
子
線
治
療
品
質
管
理
委
員
会
 委
員

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
度

ー
ー

ー
教
授

佐
々
木
浩
二

放
射
線
治
療
品
質
管
理
委
員
会
 委
員

磐
田
市
立
総
合
病
院
（
静
岡
県
）

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

教
授

瀬
川
　
篤
記

診
療
（
病
理
診
断
）
の
支
援

桐
生
厚
生
総
合
病
院

令
和
２
年
４
月

～
令
和
３
年
３
月

桐
生
厚
生
総
合
病
院

患
者
様

延
約
30
0例

行政組織での活動等
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

原
　
　
孝
光

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
　
量
子
ビ
ー
ム
科
学

研
究
部
門
 高
崎
量
子
応
用
研
究
所
　
協
力
研
究
員

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
　
量
子

ビ
ー
ム
科
学
研
究
部
門
 高
崎
量
子
応
用

研
究
所
　

令
和
２
年
度

量
子
科
学
技
術
研
究

開
発
機
構
　
量
子

ビ
ー
ム
科
学
研
究
部

門
 高
崎
量
子
応
用

研
究
所

准
教
授
杉
野
　
雅
人

環
境
放
射
線
測
定
に
関
す
る
協
力
研
究
員

国
立
研
究
開
発
法
人
 量
子
科
学
技
術
研

究
機
構
　
福
島
再
生
支
援
研
究
部

令
和
２
年
４
月
～

令
和
３
年
３
月

量
子
科
学
技
術
研
究

機
構

－
－

准
教
授
杉
野
　
雅
人

前
橋
市
放
射
線
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

前
橋
市
環
境
部
環
境
森
林
課

令
和
２
年
４
年
～

令
和
３
年
３
月

－
－

－

准
教
授
杉
野
　
雅
人

み
ど
り
市
放
射
線
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

み
ど
り
市
市
民
部
生
活
環
境
課

令
和
２
年
４
月
～

令
和
３
年
３
月

－
－

－

准
教
授
杉
野
　
雅
人

川
場
村
放
射
能
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

川
場
村
役
場
む
ら
づ
く
り
振
興
課

令
和
２
年
４
年
～

令
和
３
年
３
月

－
－

－

助
教

川
村
　
　
拓

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
　
協
力
研
究
員

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

令
和
２
年
度

－
－

－

助
教

川
村
　
　
拓

国
立
研
究
開
発
法
人
　

理
化
学
研
究
所
　
客
員
研
究
員

国
立
研
究
開
発
法
人
　

理
化
学
研
究
所

令
和
２
年
度

－
－

－

任
意
団
体
で
の
活
動

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

巴
山
　
玉
蓮

認
定
看
護
管
理
者
運
営
委
員
会

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
２
年
４
月
～

令
和
３
年
３
月

群
馬
県
看
護
協
会
研

修
セ
ン
タ
ー

－
－

教
授

行
田
　
智
子

看
護
・
助
産
教
育
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

倫
理
委
員

令
和
２
年
度

ー
－

－
教
授

横
山
　
京
子

群
馬
県
看
護
協
会
倫
理
委
員
会

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
２
年
度

ー
－

－

教
授

狩
野
　
太
郎

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
　
理
事
・
地
域
貢
献
委
員

会
委
員
長

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

令
和
２
年
度

教
授

狩
野
　
太
郎

群
馬
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
・
運
営
委
員

群
馬
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会

令
和
２
年
度

群
馬
県

健
康
づ
く
り
財
団

教
授

狩
野
　
太
郎

リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
20
20
ぐ
ん
ま
・

副
実
行
委
員
長

日
本
対
が
ん
協
会
、
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ

イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
ぐ
ん
ま
実
行
委
員
会

令
和
２
年
度

群
馬
県

健
康
づ
く
り
財
団

教
授

廣
瀬
規
代
美

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
　
理
事
・
教
育
委
員
会
委
員
長

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

令
和
２
年
度

群
馬
大
学
他

会
員

教
授

講
師

大
澤
真
奈
美

小
西
　
美
里

群
馬
県
精
神
科
訪
問
看
護
交
流
会

県
内
精
神
科
訪
問
看
護
師

令
和
２
年
度

県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
等
及
び
本
学

精
神
科
訪
問
看
護

師
等

各
15
名

程
度

教
授

飯
田
　
苗
恵

日
本
A
LS
協
会
群
馬
県
支
部
　
医
療
顧
問

日
本
A
LS
協
会
群
馬
県
支
部

令
和
２
年
度

ー
－

－

任意団体での活動
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

准
教
授
鵜
生
川
恵
美
子
N
PO
 教
育
支
援
北
関
東
　
理
事
　
(中
学
生
の
学

修
支
援
他
）

N
PO
 教
育
支
援
北
関
東

令
和
２
年
度

地
域
公
民
館

中
学
生

約
10
名

准
教
授
清
水
　
裕
子

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
　
理
事
兼
教
育
委
員

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

令
和
２
年
度

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

佐
々
木
浩
二

放
射
線
治
療
品
質
管
理
委
員
会
 外
部
委
員

慈
泉
会
 相
澤
病
院

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

教
授

瀬
川
　
篤
記

診
療
（
病
理
診
断
）
の
支
援

医
療
法
人
社
団
 美
心
会
 黒
沢
病
院

令
和
２
年
４
月

～
令
和
３
年
３
月

黒
沢
病
院
（
高
崎
）

患
者
様

延
約
10
0例

准
教
授
五
十
嵐
　
博

群
馬
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

群
馬
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会

令
和
２
年
度

―
―

准
教
授
林
　
　
則
夫

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会
：
花
壇
苗
植
え

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会

20
20
年
５
月
27
日
（
水
）

桃
の
木
川

准
教
授
林
　
　
則
夫

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会
：
花
壇
苗
植
え

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会

20
20
年
11
月
18
日
（
水
）

桃
の
木
川

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

日
本
核
医
学
専
門
技
師
認
定
機
構
試
験
委
員

日
本
核
医
学
専
門
技
師
認
定
機
構

令
和
２
年
度

―
―

他
教
育
機
関
非
常
勤
講
師

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ
（
科
目
名
等
）

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

行
田
　
智
子

妊
娠
期
の
助
産
診
断
技
術
学

高
崎
健
康
福
祉
大
学
大
学
院

令
和
２
年
４
月
１
日
～

９
月
27
日

W
eb

助
産
専
攻
院
生

4名

教
授

横
山
　
京
子

看
護
学
特
別
セ
ミ
ナ
ー

群
馬
大
学
保
健
学
研
究
科

令
和
２
年
６
月
27
日

W
eb

博
士
前
期
課
程
院
生

９
名

教
授

石
川
　
良
樹

生
化
学

高
崎
健
康
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部

20
20
年
５
月
14
日
～

７
月
２
日

W
eb

看
護
学
生

理
学
療
法
学
生

約
15
0名

教
授

石
川
　
良
樹

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ
（
生
化
学
・
栄
養
学
）

渋
川
看
護
専
門
学
校

20
20
年
４
月
13
～

５
月
25
日

渋
川
看
護
専
門
学
校

＆
W
eb

専
門
学
校
生

40
名

教
授

石
川
　
良
樹

薬
理
学

群
馬
大
学
医
学
部

20
20
年
９
月
４
日

W
eb

医
学
生

約
11
0名

教
授

石
川
　
良
樹

医
薬
品
と
そ
の
作
用

育
英
短
期
大
学

20
20
年
９
月
24
～

20
21
年
１
月
14
日

育
英
短
期
大
学

＆
W
eb

短
大
生

18
名

教
授

山
下
　
暢
子

看
護
教
育
学

新
潟
県
立
看
護
大
学

令
和
２
年
12
月
22
日
～

令
和
３
年
１
月
26
日

W
eb

博
士
前
期
課
程

院
生

８
名

教
授

狩
野
　
太
郎

研
究
の
基
礎
　
文
献
検
索
入
門
、　
研
究
方
法
論

（
１
）
調
査
・
実
験
研
究
）

本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校

令
和
２
年
12
月
14
日

本
庄
児
玉
看
護
専
門

学
校

看
護
学
生

40
名

教
授

宮
崎
有
紀
子

保
健
統
計

群
馬
パ
ー
ス
大
学
保
健
科
学
部
看
護
学
専
攻

令
和
２
年
４
月
～

令
和
２
年
７
月

群
馬
パ
ー
ス
大
学

・
W
eb

看
護
学
生

約
30
名

任意団体での活動
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ
（
科
目
名
等
）

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

宮
崎
有
紀
子

疫
学

高
崎
健
康
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部
看
護
学
科

令
和
２
年
９
月
～

令
和
３
年
１
月

W
eb

看
護
学
生

約
11
0名

教
授

宮
崎
有
紀
子

公
衆
衛
生
学

群
馬
大
学
共
同
教
育
学
部

令
和
２
年
10
月
～

令
和
３
年
１
月

W
eb

教
育
学
部
学
生

23
名

教
授

宮
崎
有
紀
子

ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
特
論

群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

令
和
２
年
12
月
２
日

W
eb

大
学
院
生

約
10
名

教
授

高
井
ゆ
か
り

看
護
学
研
究
概
論

群
馬
大
学
大
学
院

令
和
２
年
６
月
24
日
、

７
月
１
日

W
eb

博
士
後
期
課
程

学
生

約
5人

教
授

高
井
ゆ
か
り

講
義
　
認
知
症
の
人
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
　
看
護

研
修
学
校
　
認
定
看
護
師
教
育
課
程

令
和
２
年
９
月
15
日

W
eb

認
知
症
看
護
認
定

看
護
師
課
程
生

20
人

教
授

廣
瀬
規
代
美

成
人
看
護
学
各
論
Ⅱ
「
喉
頭
が
ん
」

渋
川
看
護
専
門
学
校

令
和
２
年
11
月
６
日

渋
川
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生

40
名

教
授

大
澤
真
奈
美

地
域
看
護
方
法
「
精
神
保
健
福
祉
対
策
と
保
健
師

活
動
」「
難
病
対
策
と
保
健
師
活
動
」

千
葉
大
学
看
護
学
部

令
和
２
年
12
月
３
日

千
葉
大
学
看
護
学
部

看
護
学
生

約
90
名

教
授

大
澤
真
奈
美

産
業
保
健

足
利
大
学
看
護
学
部

令
和
２
年
９
月
～
12
月

足
利
大
学
看
護
学
部

看
護
学
生

約
80
名

教
授

講
師

講
師

講
師

大
澤
真
奈
美

鈴
木
　
美
雪

坪
井
　
り
え

塩
ノ
谷
朱
美

保
健
環
境
論

上
尾
中
央
看
護
専
門
学
校

令
和
２
年
９
月
～

令
和
２
年
１
月

上
尾
中
央
看
護
専
門

学
校

看
護
学
生

約
80
名

准
教
授
鵜
生
川
恵
美
子
医
療
英
語

前
橋
東
看
護
学
校

平
成
２
年
６
月
11
日
～

令
和
２
年
９
月
24
日

前
橋
東
看
護
学
校

看
護
学
生

37
名

准
教
授
鵜
生
川
恵
美
子
英
語
文
学

育
英
短
期
大
学

令
和
２
年
11
月
27
日
～

令
和
３
年
１
月
29
日

育
英
短
期
大
学

（
W
eb
）

大
学
生

約
20
名

准
教
授
鵜
生
川
恵
美
子
世
界
の
言
語
と
文
化

育
英
短
期
大
学

令
和
２
年
９
月
24
日
～

令
和
３
年
１
月
29
日

育
英
短
期
大
学

（
W
eb
）

大
学
生

約
30
名

准
教
授
服
部
　
美
香

看
護
研
究

深
谷
大
里
看
護
専
門
学
校

令
和
２
年
５
月

深
谷
大
里
看
護

専
門
学
校

看
護
学
生

37
名

准
教
授
服
部
　
美
香

観
察

群
馬
県
消
防
学
校
　
消
防
職
員
専
科
教

育
第
26
期
救
急
科

令
和
３
年
２
月

群
馬
県
消
防
学
校

消
防
士

77
名

講
師

佐
々
木
馨
子

成
人
看
護
学
各
論
Ⅱ
「
神
経
難
病
」

渋
川
看
護
専
門
学
校

令
和
２
年
12
月
11
日

渋
川
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生

40
名

他教育機関非常勤講師
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【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ
（
科
目
名
等
）

主
　
　
催

実
施
日
時
（
期
間
）

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

教
授

青
木
　
武
生

解
剖
生
理
学
　
そ
の
一
部

館
林
高
等
看
護
学
院

令
和
２
年
６
月
５
日
～

７
月
31
日

館
林
高
等
看
護
学
院

看
護
学
生

約
60
名

教
授

青
木
　
武
生

病
理
学
総
論

館
林
高
等
看
護
学
院

令
和
２
年
９
月
27
日
～

11
月
８
日

館
林
高
等
看
護
学
院

看
護
学
生

約
60
名

教
授

小
倉
　
敏
裕
「
放
射
線
検
査
」

前
橋
東
看
護
学
校

令
和
２
年
６
月
11
日
～

令
和
２
年
７
月
９
日

前
橋
東
看
護
学
校

看
護
学
生

50
名

教
授

下
瀬
川
正
幸

放
射
線
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
特
論
、
放
射
線
画
像
解

析
学
特
論
Ⅱ

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

教
授

下
瀬
川
正
幸

学
校
評
議
員

高
崎
健
康
福
祉
大
学
高
崎
高
等
学
校

令
和
２
年
度

ー
ー

ー

教
授

瀬
川
　
篤
記

臨
床
実
習

群
馬
大
学

令
和
２
年
６
月
～

令
和
３
年
３
月

群
馬
大
学
医
学
部

附
属
病
院

医
学
科
学
生
お
よ

び
初
期
研
修
医

延
約
30
名

教
授

瀬
川
　
篤
記

病
理
学

前
橋
東
看
護
学
校

令
和
２
年
９
月
～

令
和
２
年
10
月

前
橋
東
看
護
学
校

看
護
学
生

約
40
名

教
授

原
　
　
孝
光

福
島
県
立
医
科
大
学
　
特
任
教
授

福
島
県
立
医
科
大
学

令
和
２
年
４
月
～

令
和
３
年
３
月

福
島
県
立
医
科
大
学

教
授

原
　
　
孝
光

群
馬
大
学
腫
瘍
放
射
線
学
講
座
協
力
研
究
員

群
馬
大
学

令
和
２
年
４
月
～

令
和
３
年
３
月

群
馬
大
学

教
授

原
　
　
孝
光

放
射
線
管
理
計
測
学
特
論

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

令
和
２
年
４
月
～

令
和
３
年
３
月

群
馬
大
学

教
授

原
　
　
孝
光

医
療
基
礎
生
物
学

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令
和
２
年
４
月
～

令
和
２
年
８
月

群
馬
パ
ー
ス
大
学

准
教
授
五
十
嵐
　
博

医
療
人
間
工
学

館
林
高
等
看
護
学
院

令
和
２
年
６
月
８
日
～

７
月
27
日

館
林
高
等
看
護
学
院

看
護
学
生

約
40
名

客員
教員

佐
藤
　
哲
大

修
士
論
文
研
究
指
導

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日

奈
良
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学

情
報
科
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
学
生

1名

准
教
授
杉
野
　
雅
人

放
射
線
安
全
管
理
特
論

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

令
和
２
年
３
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月

－
－

－

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

放
射
性
医
薬
品
学
、
核
医
学
機
器
工
学

東
京
電
子
専
門
学
校

令
和
２
年
４
月
13
日
～

令
和
２
年
７
月
13
日

東
京
電
子
専
門
学
校

診
療
放
射
線
学
科
生

約
70
名

准
教
授
大
﨑
　
洋
充

画
像
標
準
化
に
関
す
る
研
究

東
京
医
科
歯
科
大
学

令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日

東
京
医
科
歯
科
大
学

医
学
部
生
・
研
究
生

約
10
名

准
教
授
林
　
　
則
夫

金
沢
大
学
医
薬
保
健
研
究
域
医
学
系
協
力
研
究
員

金
沢
大
学

令
和
２
年
度

准
教
授
林
　
　
則
夫

非
常
勤
講
師
：
放
射
線
画
像
技
術
学
特
論

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

令
和
２
年
度

助
教

川
村
　
拓

医
用
画
像
情
報
学
実
験

東
京
都
立
大
学

令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
２
年
９
月
30
日

東
京
都
立
大
学
あ
る

い
は
W
eb

放
射
線
学
生

約
40
名

助
教

川
村
　
拓

東
京
都
立
大
学
客
員
研
究
員

東
京
都
立
大
学

令
和
２
年
度

東
京
都
立
大
学

－
－

他教育機関非常勤講師
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群馬県立県民健康科学大学地域連携センター設置運営規程

（設置）
第１条　この規程は、群馬県公立大学法人組織規程第７条の規定に基づき、群馬県立県民健康科学大学地域
連携センター（以下「センター」という。）の設置及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

（目的）
第２条　センターは、県立の医療系大学として、大学が所有する知的財産や研究成果等を、県民をはじめ、
広く教育機関、医療機関、医療従事者、行政等に対し還元することにより、県民の保健、医療及び福祉の
向上に寄与することを目的とする。

（事業）
第３条　センターは、前条の目的を達成するため、次のことに係る事業を実施するものとする。
（1）看護学教員養成課程に関すること
（2）看護師特定行為研修課程に関すること
（3）県立病院・県内病院等との連携に関すること
（4）看護職に対する研究支援に関すること
（5）放射線教育･研修に関すること
（6）放射線測定等に関すること
（7）教育普及に関すること
（8）地域との連携推進に関すること
（9）県と連携した健康福祉政策に関すること
（10）健康寿命延伸プロジェクトに関すること
（11）その他前条の目的を達成するために必要なこと

（組織）
第４条　センターには、センター長及び副センター長を置く。
２　前条に定める事業を推進し、目的を達成するため、地域連携センター運営会議（以下「センター運営
会議」という。）を設置する。
３　センター運営会議に、前条の事業を実施するため、地域連携センター運営委員会　（以下「センター
運営委員会」という。）を置く。

４　センター運営会議及びセンター運営委員会は、センター長が主宰する。
５　副センター長は、センター長を補佐する。

（協議及び報告）
第５条　センター長は、センター事業の運営方針や進捗状況等について、大学運営会議に協議及び報告する
ものとする。

（事務）
第６条　センター運営会議及び運営委員会の事務は、事務局教務係で処理する。

（委任）
第７条　この規程に定めるもののほか、センターの設置運営に関し必要な事項については、学長が別に定め
るものとする。

附　則
　この規程は、平成30年４月１日から施行する。
　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

Ⅲ　関連規程
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群馬県立県民健康科学大学地域連携センター運営会議及び
地域連携センター運営委員会設置運営細則

（趣旨）
第１条　この細則は、群馬県立県民健康科学大学地域連携センター設置運営規程第７条の規定に基づき、地
域連携センター運営会議（以下「センター運営会議」という。）及び地域連携センター運営委員会（以下
「センター運営委員会」という。）の組織及び運営等について必要な事項を定めるものとする。

（センター運営会議の組織）
第２条　センター運営会議は、次の構成員によって組織する。
（1）地域連携センター長（以下「センター長」という。）及び副センター長
（2）学部長
（3）センター事業の担当者から互選により選ばれた責任者
（4）事務局長
（5）学外有識者
（6）県職員の内からセンター長が必要と認める者
（7）その他センター長が必要と認める者

（センター運営会議委員の任期）
第３条　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。
２　委員に欠員が生じた場合の後任委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（センター運営会議の運営）
第４条　センター運営会議は、センター長が招集し、その議長となる。
２　センター長が出席できないときは、センター長が指名する者がその職務を代理する。
３　センター運営会議は、構成員の3分の2以上の出席がなければ開くことができない。
４　センター運営会議の議事は、出席委員の過半数によりこれを決定し、可否同数のときは議長が決定
する。

（センター運営会議の審議事項）
第５条　センター運営会議は、次の事項について審議する。
（1）地域連携センターの運営方針に関する事項
（2）地域連携センターの事業計画の策定及び評価に関する事項
（3）地域連携センターに係る規程の制定又は改廃に関する事項
（4）その他センター長が必要と認める事項

（センター運営委員会の組織）
第６条　センター運営委員会は、次の構成員によって組織する。
（1）センター長及び副センター長
（2）学部長
（3）センター事業の担当者から互選により選ばれた責任者
（4）その他センター長が必要と認める者

（センター運営委員会委員の任期）
第７条　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。
２　委員に欠員が生じた場合の後任委員の任期は、前任者の残任期間とする。
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（センター運営委員会の運営）
第８条　センター運営委員会は、センター長が招集し、その議長となる。
２　センター長が出席できないときは、センター長が指名する者がその職務を代理する。
３　センター運営委員会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。
４　センター運営委員会の議事は、出席委員の過半数によりこれを決定し、可否同数のときは議長が決定
する。

（センター運営委員会の審議事項）
第９条　センター運営委員会は、次の事項について審議する。
（1）地域連携センターの運営及び事業の実施に関する事項
（2）地域連携センターの事業計画及び評価の検討に関する事項
（3）地域連携センターに係る規程の制定又は改廃の検討に関する事項
（4）その他センター長が必要と認める事項

（委員以外の者の出席）
第10条　センター運営会議及びセンター運営委員会の議長は、会議の運営上必要と認めるときは、委員以
外の者に出席を求めることができる。

附　則
　この規程は、平成30年４月１日から施行する。

Ⅲ　関連規程
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